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道に交感神".. 動的冗巡が膨...及ぼしている可能性

が示唆される 今闘は中似の~..ガス盛安値に河する

"縛U倹対されていないため，安感神S高橋動の抑制が

どのような復序で銚気応答を改轡したのかは明らかで

会い グアン7アシンによる中似の女感神経訴隣ゆ銅

剣が中似ω政殿ガx磁受盤金抑制しているかについ

て，今後の倹討が必裂と思われる.
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駆血負荷下肢タリウムシンチグラフィによる

反応性充血の評価

佐重事費久・ 皿井R裁・ 大鳥n陸太. !I¥川 洋・ 古川敏也・

組瀬正樹・ 近藤武・撃を凶仁・ 滋滋佳彦・

， "" 血管内皮細胞の働総保下は。動脈硬化の観期段備と

勾えられ。全身性に進行し，噂血性心疾患とも強い凶

還がある 剛管内皮働能の評価にほ。恕動脈ドップヲ

ーワイヤ一言/i， J>ET プレナスモグラプ.f， .61菅波誤

伝どがあるが1 界俊鏡闘でより簡便でしかb絢~の高

H方法がl/!まれる そこで1 駆血負荷千被タリウムν
ンチグヲフィによる反応位充血〈内皮依存骸血符鉱緩

反応}の評価指向を響調催し検討したので鰍告する

S倹肘1
グリワムド舷血機シンチグラフィによる下肢反脳性

克 1(R1l<lIJとドタプラーエコ司法による下舷反応住

充血(USRH)会比較鎗討した

対象

ASOのある瓜脅は除外し.タリウム下肢血詑シン

デグラフイとド γプヲ エコ 除の両有を施行し得た

循環総侠悠9例を対象とした

万株

ドッアラーエコー訟による計測カ法 ， .. "して

HP祉担 SONQS2引耐 と7.5MHzのリニア，，，.触予

告用いた 後検宥を腹臥仰として厳稼働脈の長愉断副

館から血管径を，パルスドップラー法により幽施適度

滋彫を"分以ょの司隔をおいて別々に書記録した 負

制 L右大腿遥位都を2ω 川 11，のカア庄で底油し，

5分後に解除し その直後より9()秒まで連続的(l0，

15九20，30. 45，卵.90抄)に観察した収縮宋飢と鉱

自民末期"血管筏ι収納湖および悠様朗の"'漉週度波

形から速度時間1ft分例(VT[)を計測し，取組問と肱告訴

捌の血管径tVTIの各々の積の璃lを血流S止とした

藤山俗.衛生大雪伊喰..循嶋監内科

(，. HO II鎗 問問Iml!，.，.1l:1鮒

負荷附の血流u コントロール000%)として，負狗

前後の比率(%)-s: m写RHとした

タリウムトi倣'"包シンテグラ 7ィによる計測方法

有大腿逮{他立f偲H2閲 m

周駆区血角僻岸除と阿帥に 1引1，を"鯵'注し' ト舷正面プヲナ-0訟
を.. 像した下関係 (prox)足鰍(distlと下腿郁色足却

の両者会合わせた郁分(a1l)の3つの附心領破を設定

し. 1ピクセルあたりの乎幼均ツントを*め，似品0・
と反対側の比率を RIRIIとした(掴 11 

節然

則 RH{proρは υS収11(20妙}と r=0.742.p・0.022

USRH{45砂}と r=0.702.p=Oω5.U51W (00砂)と

r=0.693. p=Oω9の有意な"相関告示した{図"

他の時納では 有忽生側関は認め信かった

T1静裕也引が岳臓に到速するのに約 10-15秒を

署するため，この方法では附民11を過Jj，iW隠する '1飽

伎が考えられたた~.次に述べる訴法を勿易促した 2ω

mmllgで"'臨し.5分鍛過したところで。まず TIを

静注し がンマカメラで Tlが遊説に到遺したのを磁

"後，直ちに司区血解除する方法で検討した.I嗣換の

RIRII u.. 2.61ま1.，"で，新法のそれ陥 3“主1.36

で.罰法で高鰍.示した

s後討2

RIRHと動脈硬化因子の網係を検討した

対象

A以〉の.るLM甘肱除外した 千件留繍環鮒侠劇“例

{リ』烈5例女 9例，平均年働 63.8土14.9俊

(28-86成)J!e対象kした

方訣~訟でおこ伝った

綿製

年齢，性差，喫煙，尚惚lE. rJi血性心疾患，総コレ

ステロール鮒 HhA1 c. ~1IiU;者血"悩尿酸僚の 9項
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理費 2 則 RUと動脈思化居予の動議

目印'WIS~ 聞帰分析鱗来

factQ司 FC p値

制回king 5040 仏側1

'" 2.97 。醐
HbAlc 2.47 。~，

T.d岬1 L" 0.241 

事由凶" 1.19 ，.河E

'HO 0.52 世 話l

FsS 自'" 骨畠"

"̂ 0.(12 。伺1

HT o ω 0.916 

回と RIRH0)00係を stepwiSC図伺分析で倹討した

R!RHと有e;:t，d穏速を認めた羽白は，喫煙，年働およ

びHbAI cであヲた〈様 11.

S考積

駆血負荷ド猷タリクムシンチグラフィによる反応性

充血は ドヲプラーエ，-法による反応性充血と駆血

解除後 25秒。 .5秒鈎秒で有意なIEの相闘を示した.

この結果から，タリウム下肢'"漉$':'-チグラフィによ

る反応性充血の評価も反応性充血の指標 として有用と

場えられた しかし ドヲプラ-，コー訟による反応

性充血のA最大儀である駆血解険後"秒の時点とタリ

ウム下献血，.，ンチグラフィによる反応傍流血が納関

を訴さ在かった点については繍討の余地があると思わ

れた

む線 Vol.33 SUP凡 2 (2切り ω3 

駆血負荷下肢タリウムシンテグラフィによる反応性

充血仇喫煙. ~働. HbAlcと有怠な限速を8認めた

が，動脈硬化的"凋となる商献血盆や商品i圧と有"な

関連"認められ告かった その槻山U内皮栂健改轡作

用を省すると考えられている HMGCo-A還元自陣察院

当療や ACE姐轡擦で治療中の継者が多数含まれてい

たためと考えbれた 本法は通常の安静時タリウム心

防シシチグラプィに制み合わせて総行でiきるので簡便

で，術史の耐い方訴と思われた

s 餓笹

原血ぬ袖'l:n慌タリワムシンチグラフイは，反応性流

血{内JJl.1I<tf.性血管"混反応)を簡便かっ定.....に害事備

できる可能性が示唆された
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Monocarboxylate transporter (M CT)の

測定法および発現に関する基礎検討

永井寵議・ 沖田昨ー・米海一也・北白磁・磯田憲餌・・

飯様健治・'Nょ a・・ 111じj秀明・・ 石芥好二郎 H ・ 凶烏宏隆t

現政の移"は MCTにより水鶏イオンとの共鎗送で

修動することが知られているが。その本館陪これまで

可明であった. 1関4$G品目 aらがとの蛋自の つを

c10ningした(M(;T1)りその後 MCTf!lmil)'として

l¥ICT 2-7までがcloningされている それぞれの

同 formは体内分布や。乳成取り込みや放出など拠能

的にも特徴があると考えら"ているが，ほとんピ解明

されていないれ川 a最近トレーニシグに主り骨格筋の

み必らず心筋でも MCTの先取量が大倉〈変化ヲるこ

とが報告された刷。心不全処者において血務や筋生検

によりとの褒自の舜鹿量を検討するごとにより.運動

持管物筋 pH低下の一因を誕閣で8る可能性がある

5 目的

ヒト MCTlに対する ]>01托 lonal抗体を作成し亦

血球の MCT1と巡動選手の溜動能力の聞係について

倹討する

s 対.と方漉

ヒト MCTlのアミノ殴陵げ司から.C;;絞随側に比般

的符S慢性の術い配列が認められたため，このC来姻の

B塩基をぺプチ ド合成し家兎に役与するこ kで

関lyelonnl抗体会作製した ζの MCTlに対ヲる抗

体をmいてアプィ ニティ カラムをf戸製し，血液より

MCTI ~冊分精製し 電気泳動<SDS-P̂GEIで隈酬

の後 PVDFメンプν::.-r;:伝与しポンソ S~降色にて

鰯往と在日Jた資自のアミノ骸配列会エ ドマン法で解析

'北""大字大詳院医F研究科崎咽蜘繍内科学
. 同 病問，.析学身息白.忽桝.

同 制開閉剛M ーツ附嗣剛附

f守醐醐帽刷ヒ 区花"制r了目}

' 礼酎中央 闘づ<~.. ~ター

した その結果 N家植のアミノ駿配列はヒト MCTI

と鼠ぽー殺し。我々が作製した抗体を附いてヒト

MCT 1 ~是認書館 Tることが可能であること金値認した

非運動僻として医学生(N=6)払運動'"してq'J毒
匝蝉走者制=13)を対象とし。運動峨の起動能力につ

いては QBLA(ω1..<¥e!of blood lactate accumulationl 

時の速度(km/h)で許冒した OllLAはT問視企訓ll(]

%傾斜)で測定し 0.5km/hrずつ麹度告あげ，志議よ

り簡易血や乳鍛測定制{ラタテート プロ)にて測定し

た乳殴浪度が4mmoνfを絹えた時点とした

彼検者の赤血球 kり腕分面会精製分.し。 SDS

PAGEにて膜醤自公拠閉したのち.Immunoblot訟を

111"て MCTlを検出し，画像解析を行って MCTlの".問Him調貯金用いて定'医した

s繍果

1)赤血縁の MCT1 Ij.非運動群で H.l:土16.7，選動

静で91.1全43.7(areatlcnsil)': nト，"，全50>であり

有意に麹動静で向かった(p<O.05)(闘 11

2l運動静(N=12)での OBLA~j Cl; 走行温度は平均

15.5:1:1.3(km/h : m巳制まS())，~血球の MCTl は
96.7土40.6(arcadcnsity: 11>('aoゴヒSO)であり "→ 
0.73の逆相関を認めた (p-oω“J(図 21 

! ，旬習慣
心不全忠勿の巡動防骨縮筋 pHの上昇"細胞内から

外への.. 何度鯵i政治g健常者より毎〈 これに MCTが関

与している可能銑も推測される.今回同研究は対象が

健常者での赤血剤勝にとどまり.心不全忠者で征骨絡

協については解析していない。しかし，赤血E求訴でも

ー般健常"と中野陽走者とで殉現"ω差を認め。さ ら

に中距厳走者で沼動向~;/Jとの附に"組問問."めたこと

は，理即時の乳酸代謝に MCTlが関係していると考
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えられる

との紡拠からだけで隊機測に榊まるが トνーニン

グにより凶F'乳限値が線り返し商い状隠と信ると赤血

疎般の MCTIは噌加し，さらに滋しいトレ 二 Yグ

により奥般代謝惚力が向上すると同一負荷時の平向血

中乱峨νペルはUしろ低下するため 運動群内では運

動能力と撚血縁腹 MCTIは辺倒閲する可術性もあ

る

今後さらに研究を重ねる必要がある左考える

s館館

ヒト MCTIに対する銑体を作製した 赤刷球での

MCTIの発JJl.I;t，運動舵カ色相関するnfOO性が示唆さ

れた.
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健常者のスクリーニングにお貯る運動負荷試験

武者枠制.ftIj神話ζ助・金附守磯・

一般健縦診断やスポ ツのメディカルチヱフタなど

外見上健常守?を対象としたスクリーニング機賓として

の還動負何諒Ulr;t， AIIAガイドラインでは怒彼患の

既往を拘たない無f.ii(.恨の者に対するル チン検型軽とし

て行うスタリ四孟ング怯有"'性・有男牒tまな〈時に有

望野，~る可能性が2区別されているか，その見加で致

しているタラス '"とされているりその寝陶として陪t

宿区状を認めない一般世常物での虚血性心疾患の発生頼

度が少信いこと，偽協性の旗度が少な〈なく，ぞれに

伴う'f&.'夜な高額の追加検査が必要となること.さら

に-，時眠にしろ有省牝心理的修容を生 じ，またデ タ

の..mによる鵬附や保険への."障も問題となることな

どが鍛げられている ζれらの問題の中で.偽剛性の

問題についてスタリーニング検交としての刻動負荷抗

酸安検討した。

s運動負荷鼠厳の偽陽性の鎖度

聖マリアンナ医科大学病院生線検進室において

心飽笥担当医初回

陥性'"件

外来主催雌判定

除色 U2件(lU%)
歩タリウム負可シンヂ

険性，.件α0.8%) 
争検査倒的治.00撤

"件(1l.3削
冠動脈透目5

"件(211.4%) 

鮎操不明

"件(5.8%) 

国'"断的温動負荷民"に結ける侮知性の鏡度

-塑マリアシチNl'唱人?殴阪市i'.'11I痢院術開宮内"

('j' :z.1l剖"問問問I1197-1) 

199~ 午 lfl J::り 2000 年 6 月までに錯行したトレッド

ミル遮動魚沼試践においてa 明らか伝慮'"のl誕往がな

〈 健診や狭心続などの疑いの訟腕的渇動負制試磁を

縦行し，検査を施行医が還動負{;fl式験陽性と判犯した

327件に'"タ.経路診断を凶 'に示した 外来主治医

において.Jill.状，理学所見，心エコー倹査依どを総合

して，躍動負荷試蹴をぬ陽蝕k判定されたのがm件

(34.3%)あり，タリウム負荷シンナグヲフィ により

鹿山なしと判定された者が印件(20.8%)でおうた

活臥根遺鋼惨を希恕せず灘物治艇を開納した者 31件や

捌査時点でQ鈴結果が不羽であコた者 19件を除いて.

"件(28 . ~ %)が冠動脈浩組臨を絡行した 趨動脈辺修

にて 15%以上の有窓狭窄を有し...・幸彦斯として盛

血ありと判定された者は"件(19.6%)であり，スパ

ズム濁宛例5件0.6%)とω件(21.1%)が"陪性と

診断され 滋動脈遺膨広て有意侠可習を認めなかったの

は"例(7.3%)であった以上の館処，り，運動負荷

訴験偽陶性は20.件(62..%)であった

+Q終判定

耐性“件09.6%)

陰性"件(7.3%J 
スパズムS件0.6%)

組副負術

偽陥住

".件
"ヨ."
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表 E 本"におけるスクリーニングとしての温動負荷鼠峨

報告哲 白河方法 憤査骨量 陽性率 最持判定

小山和平訓 エルゴメ-， 1O.24s件 5T変化 105件 IHD. HCM. HHD. VHO 

(l明" (1.61 %) 

川村lf:" ."ー拡融 "咽1四円 摂陽性'"件『 トνッド'-i¥< 158件
(1993) (ー次横査) 。.1%J 闘世."仲(24.1%)

陥性Jl7件『 トν7"ミ...件

(U%) 陽性'"件(23.3%) 

川良保情的 トレヲドミFレ 2咽'"件 5T蛮化四件 拍世間匝'"件。4.5%)

'"宮崎 →，..泊%， 異常者し"件(H.8%)

不暗"件(20.7克}

表 2 スタリーニ〆グ楠去としての陽性事

報官者 誠綱方怯 棋賀範散 陽次性総套市 確定器断 偽陽位当医 不明

'"村孝" ?:J..'7田 ".却9
【"拘年)

川久館前倒 トレッドミル 2.IM7 
(l99~ 年)

阿部悼世“ 間賠X蹄 10且咽<9，

0999 fti) 柑.~横目昔

(l柑1年}

宙出千尋刷 同情X融 ...師E

"卿年) 胃ガン峨酷

0993-

19y9牢)

， '*郊におけるスク IJ-=:.-グ週勘食習捻湖換の場開

過去に報告されたスタ '1ーユング巡動負荷訴話機問中

で。マスター2陪段誌験 自伝単エルゴメータ，トレ

ッドミルの 3訟による鍋性事を表 1に示した 川村

ら"のマスター2陪咽訟厳24.399件では。陽性が疑わ

れた作歓が 766件(3.1%) 陽性が'17件 0.3%)と

合計 1.083件(4.4%)が陽性と判定された それらの

中で。二次検主主としてトレッドミル還動負荷試験が策

絡された 244件では陽性が59件(24.2%)であヮた

小山."の早川レゴメータ巡動負樹齢敏10，246件で

は 5T変化漏性は "δ件ω6]%)に認められ。厳齢

的にその半数以ょに虚血性心銭感が認められたと報告

1剛 7 '" '" (U%) 何回9%) (0.79%) (3.6 %) 

" " " 6 
(1.3 %) (0A6%) (0，(;9 %) ".幻把}

15.99昔 宵ガン

f仏S%)

'" 15.7凹
(0，18%) (日 3%)

他艇.

'. ，何 13 .5011 

(l.3 %) (8.0%) 

'.9臼 胃ガン

(6.5克} m 2.H47 
(0.27 %) (6.2%) 

{%~示は検牽鎗散に討する比率)

している ー一方，川久保ら内ηトレッドミル巡動負符

訟験2，11:17件では ST変化を 2ゆ件(1.33%)に認め。

賞候的に虚血栓む疾患の治擦を開始した者は凶件

(0.46 %1であったとしている

s スクリーニム〆グ倹蓋としての懲礎(胃ガム〆検惨と

の比織)

本邦で".多数の対象者をスクリーニングヲる阿ガ

ン繍訟が広〈行われ.*邦ではその有胤性があるとさ

れている。そこで開ガン検訟と運動負得訟験のえク '1

ユシグ倹賓としての差異を検討した〈褒2) 阿郎

b叫苗mら"吻様告では.wnン検診は数万人鋭機で
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実飽きれ， ー次鼠"の脳性事t要鱗密検輩.t~lnが '.5

%と6.5%ヒ維告されている 級続的にWUンの発見

事としては 0.18%および0.277iiでhり，川久保らの

トνシドミルによる検出事 0.46%より低値邑なヮて

いる.虫た偽陽性織は，他の柄化"の保患の発見.陽

性として除いた綱合に.いても 8.0%および6.2%と

術館であり.川村らの 0.79%引"久保らの 0.59%を

¥0備前後よ幽9 ていることか吻開ガン鎗訟に比べ運

動負御紙風にtJl1る偽居侵事院。スタリ ユング検査

としては蔚'"な<. ζの"に闘して1;1.AHAのガイ

ド ラ イ ン I;l~隊参併の現殺にあては忠るゐので協ない

S スクリ -=:..-グ検査としての問・点

スクリ ニrグ検査kしての温動向術訴殴には。

AIIA Hイドラインが御倒しているよ うにい〈つかの

m匂がみ?事でも認められる 符位医'"'続的問題tし

て，二次棟進以後の検査が雌舗に危るζとである w 
gン般歳にMいては.二次倹去としての内'"・.. 査で

は総... 附.舎の2.""点であるの応"し。タ リウ

ふ負荷シンザグラ'l，， -~行うと 6.HO .oIt.lヒ211目以上

であり . ー らに血管沼修.行うと織笠のみで lO ，~∞

点が医a瞬時として必婦と~') . 倫刷色調院が少ない分の

民自慢"が二次倹査時点でほぼ船級~ t~ている きらに

胃ガン検齢との比般にJjijる悶窟"'tして".三次検

診から縁終診断の担'騒が f分に往きれていないこ とで

hる 後3に示した"がy倹"の節祭で".一次倹査

での陽管業容の二次績後受診幻よぴ殿"診断直定が'"

%以上住されても白るが，選鋤負荷"織のスタリー品 y

グ検当証後"フeローが!，されていない例が多〈認めら

れる さらに，倹進'"市む附聞と伝り. ，タリーニン

グkしで間関で十分な負術が行える刀法を擁立する必

要後がある

S文献

1l J 11m CoIl白 rdWl)997: 3・2.ト315
21小'"附学 4幌敏子山本喜久子，ほか総合鍵

..におWる型動負荷量>(lIIU)窓畿協栄生命研究助

成幽文集咽 85-95，1関1

3)川村 伊。市原盤...太川揚域Ar'ドックに.

げる園陸血性心鋳患の診断 SUZUK.ιN M五D/
CAL ]993: 69: ~ -9 

心 川久保 ~. 暢忠則子..司"晃スタリ ニン

グ検貨でみられた遍勤続発ST偏位と鑑危険尚

子.lIIJ!t医学 l鈴4 絡 4・0‘"
5) '-4傾倒鍛.酋野事事ー，政省大助 宵終閉鎖診のデ

メリ フト 目本洞化個閲迎学会合問会鎗{紗飴)

lω". 印刷

6)脊111千弘小山 僧...伊軍務綱化盤街鋼別償

診の....とその対慨 凶本前化E関連学会合開会

繍〈妙録)1価。1.1999 
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虚J{U性心疾患と運動負荷試験

運動負荷心・図

革関労樹・ 馬淵泌・酒井俊太・本間際・ 時制 t告・高野照失・

国民血伎治犯促進の診僚に~いて運動負御心電聞は 冠

動脈後柳病変の診断，怒e簡の誘発.心筋梗審後の心

筋鹿蜘の鈴断。恕動脈害実"の沼健度。 ぞF後の創価，冠

血行再建衡の適応検制納鼠劾拠の網走などに用いら

れる 火学紛院L総合翁院の生理倹査ヨ院に""る運動

負荷鉱般の施行状況調査では，各運動負る7猷麟"実胞

件数が，マスター稼働平向 '"件/月，ト νγ ドミル毘

件/月.自較調院エルゴメーター 26件/丹であヲた " 

%の漏嗣綬でト νッドミル訴織を範行，マスター鼠織も

91%で笑絡されており。目的により関物を使‘ψ〉付て

いる施設が多い 遜働負荷鉱鱒の目的拡，いずれも冠

動脈密集忠の鯵斯闘的に刷いられる絹合がa最も多〈。 ト

νッドミルは穆断の他に，冠動脈終患の治'"効m暫定.

心疾患のリハビリ テーシBン.む慣鱒鮮側などにも使

用されている"

s温動負荷心電図による泡閣情療患の惨瞬

連動負総心電図ぽ負荷心筋シンヂグラフィ，負荷心

エコーなどに比ぺ簡便な倹d益法であるが，窓動脈術唆

の診断精度がトレッドミル猷..で感110Cl%鰻皮特典

度 75%鎚度であり齢断精度が l分商いと他いえない.

偽陽性，偽険性例の出現が対般の鍛造前趨皐により左

右され 検型軽附確率(preteslproba凶 ity)の低い身長聞

では~飴侠敏が多〈 。一方。倹ヨ堂前臨調怖の商い集闘で

は偽俗性散が多〈なり，辺動負剤心旬巴殴師倹蕊結集金

抑留し次の診断法を倹約する僚にl玄この点.'智JIする

必鹿がある巡動R相撲血の.."前砲事は性年銅

巡危険因子の有縁など"左おされる 本邦ではこれに

閲する報告はないが.~ ] に示したlÆk. デ タベ

ス旬によると非定型約後心繍含有する例でむ冠危勝因

日本目提例大手廓1内拘

作'"醐1制融制.T"I帥 1-1-5)

子会持つ 65鵡の男性の掲合には検釜前線率が 86%

であり倹査所見を評価する鋤合に偽岨性に注窓すべき

対象である -11.非定盤餅狭心鰐を訴える女性で。

窓危験因子の訟い場合に1;1;，55-65織でも検建前磁調区

は1令、.，，%であり偽陶慢の多い対象であることがわ

かる働慢性 ST下降を判別するために，心初段と ST

偏位の関係をプロットして倹討する HR~RT ループ，

JlR-STスローアタどが復唱されている_ HR-STル

プは心舗数.繍織に S1'下降を縦紬下向きにプロッ

トし，運動れから回復刻にかWての HR~ST ループが

時計方向悶伝を示した場合には"焔性の可能性が祷， .反附"方向回転の'"合には偽陽性の可能性が高い

HR-S1"スロ プでは，負荷取の HR-ST偏位関係の

勾配号求め.勾.が小さいと偽帰依の可能位が高いと

さ"て‘・るaJ.

5 適齢負荷隊厳による泡動脈担保感量程度，予後予.. 

通勤負荷訴験における育館の ST下隣。低運動賞で

のST下降.低運動能，血圧の上昇不良住どは"動脈

疾血の""程度 予後を予測する銅線となる。 Dukeス

コアはトνッドミル誌般による子役相定に有周とされ

て.り."動同問。5T1-"隣自民胸耐循栂からスコア祖母

傑出する スコア=運動時間{分)-5xH:大 ST下略

(m"Il-4x駒縦銅線t例術省し0品腕錨MI点

胸舗が中 Jr.~植山 3 点} スコアが一日以下，，"は子役

不良で 1年聞の死亡率が5%とされている" さら

に，このスョアをも之に作成されたノ宅グラムをmい

ると容易に予後が推定できる この予沼健か臥旅人と

問緩に日本人に適応できるカ刈り検討は必要であるが.

ハイリスタ例とローリスタ例の判別には:fij.!Ijと思われ

る.
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盆候性息省~倹室前匁:Øi:/lI.噂綱相 {文献2から号 1m)

特併での低い篠僚は油危蛾凶子および'.停"ω旬回無鴛の住い場合の

磁司区.示し， 高い積率総指地検附子 Hiずる治安静吋心電園異常I~ '.1' 

い嶋合の確訓怖を示す

表 1

h 蛍甲山 AIYI);C凋t""1(1n揖 Tn計四IAngin~ 

yAeuae m 

お1“・ w。問 制伺 W曲目印 Mcn 、，V""礼明

35yr ~-35 [-19 H' 2-39 3・悩 "・"4~ yr 
9・"，-n 

"・" 5・.3 "・蛇 2申-"
民w 23-59 4・，; "・" 10・""-9S 38-" 
筒" "・" ，-" 71-116 却日 93-97 "刷

戸1Il戸「" . ~荷削

国低周畳008

.省.，量000
盤
醤
薗
ス
コ
ア

改
瞥
』

図凸型ST岬

. 悶I!ST .. Ur. 

PTCA後

"，CA 前後でのドプタミ，.. 育心エコー時の復...盤量動援化

"'M "ω 

。

PTCA *' 

同~

国 1

，.， 

{ー}【+)【ー}

n=16 

【+)

n"，55 n監 16

梗a傾~心筋a血

STょ""と梗置費信還動脈病変便事核協心筋虚血同問。眠

n"，24 

使窟責任電動脈翁変

個 2



S 梗.，横綱慮異常Q波級事での運動初発ST上昇に

関する検討

便器舗峨拠常Q滋..砲での運動読売5T上S棋の出

現限序について肱 梗省担額織のU陸自によるとの~ .t'd 
"'堕溢量的拠常によるとヲる設に大別される この点に

附して。織目性心筋僻，，，.者に幻いて標準貴俵冠動際

に対する j'TCA施行例にて検討した成制を示場巡動

負初試験では，円CA後に題動岬聞が延長し(.間企

HSから '19主16'依 p<O.Ol)， ~鶏a醐場での町
上昇総和の制度が怪減した (U念 2. 0 からL8土 l.~

mV. p<O.Ol) 制限者協綴械の心筋虚血はドプタミン免

仰心エコ にて害事価し.PTCA前広"便術開理運動が

低10Mドプタミンで故脅し，商用量にて怒化する 2納

位変化.釈し成血が認められたが PTCA後には資JtJ

量での盤週動薄化はみられず艇容部~，院血の改稽が示

された{同 " 以上から便第都での運動読売 5T上昇

に心筋雌仰が関与していることが示された

s温動観姥sτ.U専の形"による穫...心筋虚血

の和別

使務領域異常Q談話場での遮動誘兜 5T上"の形

錨をょに凸型"， 5τk昇左 T波の陽性化を伴引き型

5T上昇に分知1すると.凹mSTよ界静では標宴後狭

心緋および負荷心筋シンずにて皐，"を認める.. 廃合荷

〈心筋虚血の関与が示されているω 我々の検討でも

凶型 ST.1:.界"で信州鵜責任冠動脈のm:tti:有する

例。またはドプタミ〆負制エコーはて便事領域ι心筋

心臓 VOI.33 SUPPL.2 (2001) 111 

U院血.認める例が多<<閃2).巡動負荷七割区簡の 5"]

上昇"'形館の峻討は1iI!;.J!ii智域心筋雌血の存在の判j聞に

術mと場えられた

s 文献

11村山正降，太阿梅緩大陣又雌，1:/:か我倉凶に

"砂る選動向初心."図.. 盗の集臨む園陸闘 1996: 

16 : I舵 2岬

2) Pryor DB， Shaw L込lcCan旦cuω111: Valuc 

。f，h陀 history 訓 ldphysical 凶 idcntif)';nll

patl~帆ts al illc代潟明drisk for coronary担rtery

disca総 A""J..len， Mcd 1993: 118: 1¥1-90 

31 梅島/.1::， 骨I~制￥消.芳雄ほか運動負刈

"'"図に""るむ納 5T鋪ω関係の解析践とそ

の臨床的街m性 包本医当医務報 19~9 : :WU!: 27-

" 4) M・rkDlJ. SI鳩¥¥'L. Ilarrcl FE. et al : J>ro即向。砂

lic valuc of a treadmill exerc岡 鉱山 inoul 

pa¥lc刑 制 tllSU相 暗 ωc折l>naryartcry di詑a助e

N lil1g J Mcd 19削 325: 8~9-853 

5) Saito M.ハS0111111laH. Tomiya 1'.1. ~t 包1

Diffc陀 ntilltionof ml'ocardialぽ hcmiaand Icft 

ventricular aneurysm in t恨 g噌時創刊fexcrci穂

廿<<Iocωd5T-1' changcs in prevlous antcriPT 

111)'明肝U副知farctio凡 JpCirc J 1制7:51::.0:1

-510 
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虚血性心疾息診断における

核医学の有用性と将来

野原隆司・ 細)117平・ 平井 tfj，l1ll聞大綱・ 片岡4掬・

隣国光・多岡村栄=・・ 4岨滞ニ“篠山鼠威・

国民自慢ル彼息にお"る似医司伊の有則性と限界.そし

て将来性ということでまとめる

循環価総凪の治'健闘様を考える隊惨断学だけで儲

なしそ九島ょの情報，つまり QOtの鉱火あるいは予

後の改替という口繍に沿った情椴を収観することが~

更である.しかしそこには有用性と製界をよ〈認aし

てお〈必要があり。過大な診舗は危険である

s 機医掌約血流情帽の限界

額医学の聞自民惨析では。どの'"分にどの制使の虚血

があって しかもどの沼動燃に組附するものであるか

ということは筒継に診断できる ほぽ1-'綱の以川

sitivily. 51モ..: ;6C;I)' を持つことは慨に.，~されている

通り〈である 血流トレーサ"虚血I7)Ji本的病躯でみる

心筋血波予嗣維の評備に過している ζれ"旬 '"

dial "尻町"そして miCrovel掛，1術変の闘物においτ
有用でるる しかし制在。これらは絶"値を示すもの

では伝〈網"値であること，しかも hibernation，ある

い砿繰り返される閉山IlIUUI1gの区酬が凶線住ことが克

服し媛い問題である 被低学的に絶対値安評価するこ

とが今後の白銀でおる。

筆者陥過去に'"質的に向。w"常'"と冠侠帯の創

躍を評価した多くの報告があるが，総決瑠の進行と

附時に"に心内腺側が心舛膜側に比較して日0.

r伺 .mが低下するこの病怨があるために務物負荷

あるいは運動負荷によっτ岳内腕下a胤が容易κ診断

される しかし多俊樹変では&J'JIi(認されに〈いグ

ル トマン ら1;1;.syndrome Xのf10w re説刑宅と m，

crovessel di5Caseの検討を行い， 11011'昭総マeが晴恵

期修λて孝夫q犠際学研先府側.術.句評

倒 僚際学砂紙一切

内価制同市左四君臨蜘刷同

ーこ減ョτいることを組脅脅している "刷吋i，，1artery 

l<t i正常であるにもかかわらず IIl1CroV脈~1 レベルでの

陀~m の備隊が吋が奇したわ砂でるる。

8血塊トレーサの持つ限界

"近使tttている血'"ト νmサの.MIBI めるい"

γ'ctrofu.刻nm というのはタリウムヒ遣い eXlr~叫"

a非舗に酷い逗志的に血流トレ"サというのU細胞

に】倒%up!llkeされるむのが瑚倒的でるるが.思決に

そのようなむのI:J;~ ~'.我々 1;1;. rest とDipyrid~mole

負荷の両者 0，川iededd関eに対する4し帽のextrac

tio~ を見たこの8高架， Tc-99mのflowrωen'唱とし

ての限界は桜めて明O1である.す伝わち絶対値評価の

ための血塊ト ν サとしての役割に革本的信問題があ

る その怠味では， .extractionの良いタリウムを使う

ことによるf)(lW re喫~，の定汲化といフことには非

常に将来伎があると考えられる.

S 械医学的'"償銘野偏

同腕'"性心疾患の診断に砿今述べた伽W 代別~，が

調常に重複であるが.心..能蒋備を.献 するというこ

とでさらに診断能が高まる 最近はコンピューター処

羽による1lGS>いう方放に期待がかかる この方法

r鉱張瑚と収綿湖同潮流/盛速動の同時引舗が可能で

ある 災際 盛運動と側同に心筋溜流鎚常のめる部分

を阿国評価して，盟運動と血流分布。混乱あるいはこ

れらの前略的評価で診闘能をよげる ζとがでSるとさ

れた。しかし，多〈のずータが幽されているが.どれ

だり縦訓剛hv'ly.SPK・fici!yが改倍するかという こと

に関しては.~t!統一的なヂタはむい益広的には

以前からの伝統的方法でも，レっかりとした診断能力

がめればQGSに食付るものでほない非常に副像診

断 kはきれいでゐり説得hがあるのだ3抗どれだげ省



""也容がもたらされるかという点で"米だ疑問が残

る

S線医学的代謝惨断

虚血性心総患には flow r錨erv~. 心損益出Eで診断する

こと"組めて酒食擦でるるがベ柄。Lと予後"改替のため

の備制が必繋である。.1では血流と代謝と心倒飽.'司

時評価で容るという ζとが髄大のメリットである 絡

に代謝のトレ サに大きと;r:@:;農がある このため

SPF.CTトνーサとして代謝製剤を作りたいというの

が念掛である いまのところ麟代謝.脂質代謝殿様

代謝白 .るいは M1RGの交錯神総画像というむのぞ併

州することによって.心事紋.予悠し.予後継誕百が試

みら此ている

"々が祝行した安定型心筋憎然思者にお』する心事故

回避惜の検討で。便飛部にお砂るグルコースの取り込

みで司"政調怖が他定できる。心暗凶上の STの変化を全

( R:fl~ ， その織分"FIJGの up!akeがめることが主

存腐の存在か句..~である ニれについてはタリウム

の開SIimaW!で..盟国 ti¥'サ"が低〈なるものの，同

じよう舎ものが予測できる 他からの縦告でb，FDG 

'1'1::1で雌認された，いわゆる hibernat悶 nにな 3て

いる必筋の予後が倹討さ"た 4週間以内に平〈

revascula ri za t i onがされたものと。IDtcrcvasculari 

'"同町されたものの f川 rUtlilyの毅.あるいはイペン

ト.F.Fの改磐σ均.というのは明暗であったこのこk
Il. :<<動自民侠窄がるるかないかという こと以上に白代

謝で見た 刊abilit}.がどれだりあるか。そ礼金いかに故

醤するかという情絡が。予後を決定するうえで極めて

E重要であるということを示す

g代割高像鯵断の限界

ー銭的に泊til!tSPECTとFDGとの登そ見る場合

に.附有の制対イ メ ジの差.，監認する ヲなわち，

'"流と網代謝のイメージ.最高カウント(100%1で合

わせることによ 9て。そのミスマヲチの慰度.判定す

る しかし，その他対安市上の 100%で合わせるこ t

によって，笑際の隙也CXlenlと，エリアマッチ前後

のエリアは拠名なって〈る.というこ色U 倒対画像処

理によっては我々の静断が随めて渇勺たむのに伝って

しまう可隠儒が.る

5代縦情緒の重嬰怯

'自民代謝においても.PET(C ll-palmiwtθを附い

て脂質情報が重要でめるということを強剥してきた.

1'1::1による俄討で pac川尻負制が脂質代謝金鍾めて

元通させることを確認した 実際に虚血性心侠息診断

心服 、切.33 SUPPL.2 (2∞1) 113 

に"いて防費代謝(Bi¥III'P)/)1.初mで曇るので凶~い

かということ金鍾告してきた鍛近はタリクムと

sMIl'Pのミスマッチというかたらで鴎血性心終息の

予後を判経 あるいM代謝級自民を継定できる 実験的

にはネズミのIlinhul"SPECT鋤像が可能になった

人間岡むのとよ〈似た磁像が俗られるが。代謝の基'"

的な術鮪.侵略的に検討することが可能でるる.

また.，.・のミトコンドリアの殿様代謝を知ること肱

診断上積揮である 術前すなわち ACパイパスをする

以前のドプタミン食事?による峻索代謝依-mono)の変

化eパイパス術後のも制限の変化告他社1で8るとい

うことが判明した これは現常に鼠裂であり，いわゆ

る代謝の日出M という観念が血.".傾向銀極めて拘

用であるということである.

心不全が迎行するとミトコンドリ yoとおりる酸素代

謝の民一mm闘が低下する ζ 札は食費律事実立心不

全噌l!lに"けるa院議代謝のS主義依極めて震観すべきで

.ろう 術綴捺決定にもこの代謝状徹IfJ1m裂であろう

と考えられる

i .(..J窃'1司Eデりング

心才企にお付る問叫""の怠畿'"政援である

廠血件もS徒主包の川島合 般的に'!lm心筋にしか目を向

りないのが普通である しかし，陀modclingというの

は明らかに RASシステムを含めて健常術分にら変化

.' <る これが極めて重要で鋭々が様たして相対イ

メージで..山縮分にだ"闘を向。るべきだろフかとい

うことに仕る後々の按筑で俗られた KTP少 u ネ

ルのII'tlll!exp明醐un(KII{6.1lというのU臓血以外

の健常穏に"いて"時間以後に発現が見られるす"

1> t:.， 聞同dclinRの評価にM制対評価では限界があ

る この間胞において b絶対値を静岡するということ

が締米淵に緩めて重要である

， .. ゎ'/1ニ
設々 I;l:pihole spect f開発機管したと 2に。 JNCの

副 tOTl討にスト ラウスが型旦止主昆盟且包l'述ぺ

将来の同院Icarca叫 01"，γでの重要性.強調したむ

筋桜湯宛loi:珍聞に"殴"しやすいプラ叩タ会いかに磁

認するかを知ることが箆"である こ札は鑑動脈がど

の但"の2食物であるか以上に盆繋である そのために

"小さい沼動脈内に"いて1 プラークに取り込Uトレ

ーザのカウント界価ができるような modalityが必要

ではないかということである..(;積"医今の将来は定

量化と。代謝情株Lそしてこのような危険仕プラ タ

4をいかに RI的に判断してい〈かという ζと広尽きる

と考えられる。
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慢性心不全の病態と逝動負荷試験

勝野井英次・ 山岡邦博・ 五般借紀子・城玄秀司-

trllJI智樹・ 平井忠利・能f，II ;f:" 持上怖・

s慢性し、不全の定穫と循環νステム

後侠心不全"心納泊予備力"低下に梢告発し..則
的に呼吸 未納循環.l曜動筋。"よぴ柿環調節の働常

会仰い 遍動制'dftJの低下と予後不良金持徴とヲる出

総務?ある この心不全の定議院臨床的で儀礼ている

州側雌と巡師寺等飽とのか曜に日間があり，繍鯵

生担学的関i迎盛怯がわカか、。に〈い点がaあbる Kat~ が周い

た過負1初K悶1抑Gの3心筋催(化'"叫叫dωtωom~仰ω凶 Ih旬ν 。， 1 。例v 巴町rlrmcω) と

いう定義s拡即.;/:'口円"心筋不金ω泡股機t
れて引.'るが 心司不ド余の多彩4伝訟梢s感襲を包a“Aするものでは

ない 4心'"岨鐙織隊也と極々 の阻床痢R麟隠を2星量場る心不企と

はどこが遂うのか愈問魁でJあbる 心存余では焚感神s斜官
4帳が賦閉され翻交酒神縦活動がめ塙していることは周

知"事災である こ tU1心不全が単なる心般ll~の拠首席

にとど傘らず，神経 納環系を包循したシステムの拠

，，-<あることを怠鴻する。したがフτ心不全は生体

が也、機能別¥HaU1.しこれに対して例均かの反応をし

ている状隠と見なすことができるへその反応の多彩

きが微々¢臨床両銀に反映されている可能性がある

心不全に必附る!t体皮応の背僚会知る ζ とは む不全

の術鑑診断と治"'にきわめて"欝と思われる

s還動嶋の循環応笹

ー般にシステムには目慌がある ..:" m 1 'l'.i'系といツシ

ステムが働〈場合にも何らかの目僚が設定包れている

可舵伎が商い。システ，.の日偲告知るためにはそこに

外礼{漣動向術}を加え， ，量b中心的必調節.受りてい

るもの告見つ.，ることである 鍵常者とも司ミ金患者の

躍動時血行動惣の及z化.同担.. の還脚強"で比べてみ

ると， "':"10出足。む鈎'"脚色網管，.など多〈のパラ

前l州地U.A:開2内向
岬剛刷， "首山市修谷 2酬

メータが拠なヲている中で，ほとんど速いがみられな

いのは自照反応である"心不全刷物ではむ鈎尚子闘

力M小さいことか恥健稿者より尚い血管航続により

運動時の刷叫が権符さ仇ている 現象術からみれば心

不全忠告の運動銘血管は甑張しに〈いといえる これ

らの成繍は 隼体が選動強 Eに応じて血Hのレベルを

忍dしていることを不恒受する 運動時、健常者で陥む

蜘""の..，引でこの血凶を必悶し。心不全，¥t'.'liでは心

伯ttiM~) 4'l}xlが足りない分を血管"抗で支えていると

鰍釈できる 巡動筋血管は代謝性山管伝張や内皮依存

住血管拡張により鉱裂するが。巡目幼時に必ずしも般大

."で鉱室長するわ"ではない Ande附 Q!l'" 1，1:運動筋
金媛大阪鉱裂した左きの刷流量が遺訓筋'k， あたり

25リットルであると報告した“健常持の関下肢の筋

肉越を"よそ 10kgとすると"， ~躍動により1 総選動

筋が般大似鉱仮した場合.下般におリ γトルを送血で

きな6すれば血U:I;I:下降してし忠うこ とに〈よる したが

， τ~I，~に強い運動では非運動筋のみ伝らず述調防筋血

~においても 代謝性血管鉱硫に佑抗した血管収縮が

えdhヲていると考えられる 察当I:!..QA遜掛川ゅに運動

筋血管に a追隔離を動主すると，巡動1方山管依侃はさ

らに低下し血圧が下降するごとが締約されている刷

<，イミ合でiよ心品川3予制力"小さも泊ことから。運動筋'"

"の網加U隠常官に比ぺ鳴し〈命限される かかる状

挺て?悦活者と同位..に運動筋血管の代創性砿袋が起こ

れiムたちまち胤庄は低下することになる 笑鯨は U

不全患者でb巡勤時の刷圧は]f.'M反応金来すことか

ら 生体が目標とする""哀を総附すぺ〈個々の対策を

とコていると考えられる す伝わ色.慢性心不全患者

に認められる下験述動筋の減少は鉱裂する風特隊舎少

な〈し，運動筋の~ill度当時世代謝能"低下は早期に適動

.中止させI!llu:l':降を防ぐのに役:iT.つ また代謝性刺

激や内'"由来の血管鉱褒能の低一千陪運動"のdnA維持
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"""文献"
回 目

軍艦"の尉腺庄原併のr_Ulnr
{脱明本文}

で筋肉ポンプによる締脈龍視のm加が伊比するため

臥J:HI:さらに下降している.温鍋叫にヲ侵略仰脇誕動が

どのように動員され血圧調節と関連するかを自2に示

す網"が臥涯でa醐柑橿削."..で，蹴源底反射

カープ"血JI'~上S存すれば変..~.. 舗鋤が減剥'るこ

と.，慢している 中鉱からの量量動柑令(cen11'1l1蜘 m

mand) I:U:反射のセットポイント.粛EIllIo:.副総さ

せることが知られている・3 この偏位同動尉き仇る温

働ニA ーロンの散が胸隠すほど大.，信d.~出動強度が

榊し運動，"の代謝受容密tI!*，J~障されると ζ の1I:&:射カ

ープ"よカヘリセットされ、同制度の血ぼでも交感樽

繕柄動はよ り断誇とと誌る ー方.交感紳僅約動が光造

，<0， 

血・反応性
動脈側血溜.

作動血E

S遷動喝の安感縛経織純

通..，のO<JI・"に脅最も貿似しているのIt.自惚神

経績の循環調修復lI'である 闘 1 凶自鎗鰍鍵粛舗の~

われたShy'Drager症候"の趨宥に白臥位白.艇伝測車院zル

ゴ，-タs食当荷司を陸絹符したと-の循環反a応巴であるη 本

例の心臥リ嶋櫨には企"属‘宮曾Rは認めら，九も

E直宜後から巡符銭の'"反E下降がみられる.運動中に測定

した心.，凶"は食締問より瑚釦しているが。溜働によ

る血管鉱裂が大き〈血圧下院.代償できていないζと

がわかる 選動'1'此前後には，，~鉱援が将続する状混

に防御的に働〈

E 

交錯樽鐙
活動
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する陣ど血管収舗を介して血圧は主界する との血正

反応関係と庇反射台ープとの交点が血Eと受信裕径活

動の作動点{悶 2: A点】に網当する・1 変緩神鑓活動

に対する，，，.応答盤拡血管反応性と働腺倒に存可在する

血液2に依存する，健闘では綱"の心耐Ii震が多

いた..実感得経活動をあまり動員ぜずに闘的とする

血尿岳連成で8る〈凶 2:B点) 一方。低心拍出世錨

でUより多〈の交"神経活動を動員し令砂れば同値度

の血圧よ興.造成できないことがbかる{箇 2: C 

点}

8 まとめ

湿働時には多〈の仰経性側節織"'~.助飼され とり

わ砂生怖の的'"維持健機機が循環劃創の中む制俊樹を符

っと..えられるi制 溜動防の神経世環調節が心不全で

どのように"'"し運動的の呼吸観匁反応&関連してい

るか..傘だ l分... 明きれてい"い
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不整脈と運動負荷試験

川久保櫛・ 字経秀・

ィ、，度防帳と巡動負荷試験の関連 fi，1巡動負荷試験"

適応としてのィ、9償却， ，運動負荷献践の中止議郡とし

ての才唆脈。 3選動負荷試験目J(tる不S担保の>1定の

3つから主主るものである.本研究では この3つの立

渇から1 過去から現4でまでの漉れと今後の方向性につ

いて，考史慢することを目的とした

s還動負荷舷験の適応としての不艶脈

渥動負荷猷験の適応として"沼説総疾.がa最も大き

いものでめる 木艶脈.運動負荷試験の遡応筏息とし

て循環"系の民側がどうと勺えているかについての変

化を倹討した "1凶循""負何研究会が開備された

翌年の [976年ι仔われた全国 30継投の調査では，辺

動負荷'"換の闘的として不盤脈の診断・前節効H慢の判

定をあげたの肱 l'施設(53.3%)であったり 199'年

に行った全国 91継投の調査では!ト νツドミル検套.

行っている釘施設，l' 総錨設(90.5%)bl適応として

あげていた幻約 20年勾附に巡動負荷玖験の適応とし

と3円墨脈が広〈詑諒されるようになヮてきたものと考

えらnる

連動負荷試験は鈴川と時附同かかる倹避でhり 適

応金者えて運動負荷'"演を行う必援がある すべての

不盤E院が運動負荷訟厳の適応とはならない 米国心拠

病協会の巡動負荷試噛のガイドラインでは"適応と

して合怠が憎られている αa繍 lとしてν トリスポ

ンス型ぺースメーカ仰入組警の評僚があげらn，有用

に近い C[ass2 a .!::しては麹助言秀~存愈脈の害事価がる

げられている 有川住が低い C[ass2bとαass.1'" 

成。短説脈硬化館のない中年去障者や若年符の単知性b

宣m外収縮の評価があげられている 目本循環揖学会

Jl!Ji(;人手.字系研究字.繁明還付字

(守'"醐醐闘相帽 731)

のえfイドライ Jでは，不整脈診断o1)j評価が適応として

あげられている"ペースメーカ綿入例を含めた巡動

誘発不厳脈の評価が運動負省試験の遁応として般も有

用と思われ.安俗僧にあるむ輩朋外収納の評価ぬどは

適応と考え住いのが盟，しい

有終脈が運動負荷試酸の趨必として秘書aされるにつ

れ。不盤酬研究の而でも選動向“Z式瀦を方主持論として

とりあげた研究の周回加が予忽き丸る過去"問問循環

思負荷研究会のー般棋砲で不整脈が対~と してどれ位

の割合でとりあげられたか，プログラム集から君lliし

た第1阿から鰐 25阿のー般襖姻判1題のうち。不.. 

脈を病轡とした鈎闘は 160荷崩(5.0%)しかf.t<.虚向

性む疾必が対象"".として多い(46.6%J特徴があっ

た{凶 1I 第"聞から第 '9聞の'"趨では，iII血件

心疾患の話先制が相対的に少佐〈仕り (29.6%J，心償能

の繍宿敵が潮加した (38.5%)特傑と共に，不整脈の繍

勉が 5~ (JO.9%)に割合として倍mしているのが最近

の特徴であった ここ 10敏年唱聞に負荷試験の対象が

虚血性心疾患だ付で往し制広〈主主うた傾向がうかが

われた。後半の期間で拡統一テ マとして 2図不骸脈

が取りよげられていた しかし，緩近で成 不鐙脈そ

のものより自体神経機能評価をすーマとした樹姻が~

しとれを不被服として数えたととも釧合が榊加した

煙陶と考えられる

5 湿動負荷鼠験の申止.."としてのオ盤脈

運動負仰試駒中の"篤なさ鮮般として数先怜不戦脈の

先生があり.連劫負荷誠磁の中止，，~.として不霊脈は

"裂である米関のガイドライン勧では，絶対的'1'止釜
mとして符髭倹心M鎖泊。相対的中止嬬恕として多源

性心愈問外収総 3速奨心を短期外収納，よ議繍納。心

プロッタ。徐脈注不登燥をあげている 日本舗駆催学

会のガイドライン剣では絶対的と相対的に分りてい伝
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悶 1循環盤負荷研究合一種演題の肉省の変化 (!91S句割削)

いが内容はほぼ同級である 溜銅剣樹齢臓の中止"

mとしての不蛸般の内容については.1111合忽が俗ら

れているk思われるが…般鯵g慢で使いや噴いように.

より具体的役中止3真剣臓の作成がm.ねるものでおる

5運動負荷紙風に白ける不益.. の"定

選動負荷は不盤 Rに対して，仰倒的にもE秀知的にも

作用する。その..合に，やJを判定するのか考える必

要がある その吻合には.，つのYL舗に分りて勾える

必盟がある 第 1は.他の目的.たとえば感動脈書足跡

の診断などの闘的で行った絹合にみらた司、".険金どの

ように事IJ)i!ずるかである 節'"安俗時に既に.る不

盤脈の変じをどのように判定するか.第3陥週動誠亮

不盟岬例において週動負荷で録縛される不鰻B映をどの

ように暫定するかである こねらいグれについてbは

っきりした基備がないのが鍵状で..  

冠動嶋侠息診断の目的で行った巡動負荷齢層貧でみら

れた不史脈で陪.不... 脈を"動厳重"，，，.耐の番高熔に加

えるかが問題色.る 目本舗環留学会の診.."像"で

陪通勤負荷時の心室期外収舗の出現憾診断.，."して

..当で&いとしているが.1関4年に行った医..，‘訟の

識f食では脚プロックや高度の司ト包脈のtUIJlt'沼働線以突

"診断の腸性，，，.とする館設が，'"に bみられ

たへこれにほマスター2餅般試般におりる越動負荷

試験岡崎性醤到院に ST倒位以外に様々な不観桜b陽性2基
調障にあげていたことの膨樺もあると思わ仇る 窓動脈

夜強の診断は釜本的に ST燭似を中心に行う ものであ

り，不盤脈出現低予後との関連会どの付加的俗的側と

して根うべきでめる 実際，冠動脈艇胞の"い健脱人

においても心盤期外収舗の逮枇多彩慢などもみられ

る 趨動負荷猷闘でみられる不墜脈陪冠動脈後必の診

斯"".裳が少ないといえる

安調砂防位ある不監脈が巡動食摘でどのように変化す

るかは。週動負荷齢峨の選応としては有用包が低いも

のである この渇合は主に溜動@加に対する鮮明条

件全判定する ζとに在る タ快調の繍JJ:fdj;1:.Il.¥を有する
bのの感彼谷加目午前J禁制隠'""'"縄a血会銭)にま>1，る

可型酬の吸で肘たとえI!.調不全例では制自治噛.

に憎加すれば，心Z帝劇阿動で綿動向?の心室レm ト榊加附

遭皮であれは房箆プロッタが運動で榊事しな付"ぱ，

すべての競続スポツに書加できるとある 安俗仰に

司隻艇のめる例にtJI1るスポーツ務可条件の判定に遜

動食街紙裁が飢われるものであるが民f.t.;tI!ll;t鵠箪は

"いのが現"である

運動時の失神，動惨などを訴える旦暗に"いて.そ

の街宣投震が避勧誘姥不宣般によるものでないかを診断切

るζとは一般臨床やスポ ツ医学吻凶でも運動負荷試

織J.oqjJlJな両である.上主主綴舗やむ定期納の選勤誘発

性の有鱒や泊館後の経過が飽妓スポ ツ参加静可の条

件の判定に割彦容する" しかし.辺働負荷試験にお付る

1'1現世や論..効製の事定越.I¥!I'r.tど，問題が解決されて

いる tll~、えない スポ ツの風趨で遜輸措勢不整脈

を生じていても。織査盆の運動負荷試厳では誘郊で8

4旨いミニと陪よ〈経験亨ることである



s 今後の展望

前述の現状杷飽から，今後の展望と して以下の2点

があげられる 第ーに巡動負荷試験の適応，中止遺産m
kしての不霊盟慢に関するガイドヲインを充実して 広

める ζと.第2には安偶蹄にある不厳脈淘運動負荷に

よる変化 あるいは遜動誘宛不整肢のa!l:II1i.払測効来

の相主についての研究をすすめ 判定のa富市を作成す

ることでhる

s文献

"筒環器負術研究会事勝局溜動負荷試験の Stan

dardi開 tio川(アンケート調査).M!Qz/'負荷鼠験法

改訂叡2阪，診断と輪徳社 1986: 5日'"

2l日本冶包守会選動負荷心地闘の棟割降化に闘する

小安員会"刷年報告我が闘にお付る溜動負荷
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.シ ン ポジウム『心曜患の病態と彊動負荷担廟j

総合肘'*

衝属 (庫銀) どうもありがとうござい虫したこれ

で拷表。金術院わったわ妙ですが，演者の

方々 どうぞ納自にお上がり下，い司ゅの

不手際で.これで"うピシy ポジウム0沼寺

聞が終わってし虫ったわげですが。 主制限者の

方に静可.いただSまして，>5分ぐらいディ

スカ γν 胃〆の問附4をいたt!lきたいと思いま

す

今日は 50回目。》術線葡負荷研究会というこ

乞で.巡鋤負荷試蛾を総係ずるようなかたら

で，いろん生方面からの漉掬負荷試験の問題

点あるいは将来への縦ril.iWit:t述べていただい

たわげでヲ"，今回取り上げ底した心侠劇の

柄館としてl;l，ひとつU纏術者 メデイカル

チェッタの問題がめります もうひとつIJIit 
.重要な虚血性心侠患の診断台さらに以心不

全，リハピリテーショシとしての遍動負荷試

験。不稽脈，母後に小児の逮動食符試験とい

ったように.多彩な鮒鎗.取り上げていただ

きました それから modaHtyとして陪運動

食街む健闘であり， 心蹴櫛医学でるり，ω'前
運動負術""であったわ砂ですがI その中心

はやはり遜動負荷心噂闘にあるよ今に思いま

すので，まず運動負怖心電固について 2，3ご

意見をいただきたいと思います もちろん今

でb選劾伐術む電図の円的は虚血の診断おる

いはれ窓辺動脈向賓の検出ということだと思

いますが。週動向“訳般の持r..lg畿が鮫近

低下しているので"令いかとい，ことを冒う

人がい卑して.先日ある鍾誌に r今で也選動

負荷紋織"街幼かj と いうテーマで~"と胃

われて弊需に"ヲたことがi>oO)でヲが そ

の纏訟を価終しているの101:....;) 院さんと

inter¥'cotiol¥附さんだったので，さもありな

んc思ったわ"です そういった考え方が凶

るというこ.!:.I.t，溢動負荷説般に対ずる考え

鹿長奇蹟家繍 (自治医料大学大宮医療センター)

方が弱電わヲてきているのでは枇いかと思いま

したので そのへんも含めて先生方の病院で

運動負荷訴験が骨と同じように使われている

のか。あるいは燥近変わったか，そのへんを

お聞gしたいと忽いまヲ

武者(型マリ Yンチ阪科大学網浜市副都病院} 随

床の成織で考えてい書志すと。私は基本的に

怯変わっていないと.lliって泊ります それで

夜明してい信いから心臓カテ テルをやらな

いということでは佐 <.大宇術院として殺育

的"耐b含めて， λテップパイ ・スずツプ

でき色んと診断4をつ砂τい〈という乙とが必

堕で，そωたのに"旗本1;1:，rJt血"宛のa最初
の段"はまず運動仇側2実験と忠:.>.c J':Iりま

す

当事咽 旧ふ磁科大学) ~.'j問先生とm憾でやはり溜

動負荷訴蛾は磁動脈F完"の診断"非常に重要

な位慨を占めています その他の画像首会阪も

非常に進歩かしてきましたが，ヨストの問題。

あるい"倹重軽微の附駈島含めて，運動負荷試

験がアァ ストチ Bイスですたt$.i!I!動負

何訴願の所見を Rlt含めた画像診断から巡

動負荷銭験会見ぞまおして。心電図変化をもう

}度検日討してみる~授があります

胸腺 (座長， ~りがとうございました野原先生に

は心臓彼医学という こと ゐ代めて遡動負術訴

恥巡動負荷也、雪組風趨動修医学績迭といっ

たものをどう位置づ砂るか"昔話しいただSた

いと思います

.."，京船大学} 息は治'".様1;1.QOLの鉱大ヒ予

後の敵手略として必りまして このためには辺

助負倒訴蛾U必須です何心見伝いで'"'町

vc!ntω"をやるというの拡全〈間違9 ており

まして intcr'.. cotio鳴をやる人にこそやるべ

きかどうかという判定から.あるい""刷に

対してどの副貨の虚山か.放って釘いていい



かどうかというこ&管制定しな付ればい"伝

いと等え摩す そのためには該医字がぜひ必

Eだという考えです.

.，・ 〈鳥.> ありがとうございました鎗張先生に

， 曾J;I買いいたします

後厳 (酒立繍朝密綱<¥::.-タ } 趨重抱負荷鼠験の鏑

使H いう点では変わヲていないと思うので

，が intervCl則酬で冠動脈遺彫のほうの

devlceが池歩して安全性@".っている k

いう ζとで，以前よ 9もどんどん敷脱が低〈

伝っている色いうことでは 健体的に肉こう

のほうがと ヲつ8やヲいといいますか，血管

きんにも健明がしやす〈なっているという ζ

とで.題側負荷....自体".重下しているわ"

では信いので，が，・...・9に道動向柑鼠鵬の

"'"の変化u・かにあるので肱伝いかt息い

$す

..岨附 ありがとうございました本自の氏宥

先生のお話の~. あるい"川久保先生がよ《
や6れている鎗調席者，あるいは〆グイカルチ

品 Vタのための運動負削飢餓，あるいU復蔚

先生のとニろにも関係するでしaう砂"ピ，

リハビリテーシ，ン~るいは在宅逝剣勝訟を

符うためのメデイカルチ且ヲタのたbの遡動

負荷献"とHった，虚血絵心.."の"'"ょ。

ももう少し鋼広〈考えた場合に スタリーユ

ング邑しての週猶負御心電函をどう飽霞づ紗

るか...どらが術院で見るの..例えば梅原

綱や商血E震といった何らかのりスタがあヲ

て.r週..してもいいですかJと請う人K対し

てメヂ4カルテzヲタ的な選.. 負荷総験をす

ると思うのですが.火金寮の社員合員をとい

うよう信こと"のったにないのだろうと魁い

彦す。いわ勝るスクリーニングとしての趨鋤

負荷献険はどのように位置づ砂るか，武智先

生は開備と比ぺてというこcで大変面白い幻

監をしていただいたのですがいかがでしa
うか どの""やヲた怯うがよろしいでしょ

う命、

'"旨宵婦の樹舎にあれだυ"件依しか関宿泊見つ

からなかヲたのですが.明m!Gi1~発見きれた

り，胃衡の s倒以上の散の多舗の.".が見つ

かるbりです週働負荷髭肢の暗合払血'"

反応.見て，これからの飽厳遅刻の術省のた

めの質料金得るというた，いろん従フγタタ

が入。て〈るわ"ですですから，胤....

断だ"では信〈 役に立っこkはより広'"
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るだろう企聴います 絡にこれから書家され

るνペルtいうの1:，健康"動への越を酬〈

窓味での運動負荷訴脂左いう色のが非常に多

〈信って〈ると考えら"て.プリヂ"ンな

ど"役員のほとんどが.'fホ縦慢で行 3てい

草すので，疾病の舞見布から考えると鋤車約

広は患いかもしれ.せんが，これからの日本

の侠腐を予防していくよにむ週働側初限股u
省親触がおいので1:.1f.tいか.積極的に仔うぺ

，と思ヲて"り.すi

.・ (庫県) II[久保先生，メディ治ルチニZツタある

いM健官官者のスタ ')-ーングkいうことで何

かご怠見ご"いますか

'"久'i<東京大学} 弘自身，こと 10年〈らいメヂ

イカルヂaヲタとしτ週働負荷猷厳令ずヲと

や9ていて1い.震者先生がおっしψった迦

9ft.!:.!!.います しかし。ひとつ~，注し〈思
うのは 急性心笥恒盗や"嶋拠鱗挺する人ヒ

いうの陪，選動負荷鉱麟で見ワからないよう

な忽動脈模化のνペルから大節分が OC¥ltC

∞~"町叩炉dromc というかた.で姥留す

ることがわかって"りaすので，選動倫術以

畿で見つ"ている邸分拍実"ご{-1I1だとい

うζとなのです

.・ {廠媛} やはり-として陶磁スタリーェ

ング"な週動負荷飢餓というの総ゃった"う

がいい匙思われ目良すか

川久保 そ仇略そうだと思い虫ず，

..(康保} 少しa震がそれるのですが.小児の喝

合.!Il崎織によるa乱運動負荷心電閣とい

うのl'弘どもは1"んど銅1らない作界です。

私が閤立儒環密術ゼンターにいたとろは川崎

病の趨動負荷露実験を館情やっていたのです

が 今でも川崎備というのは問じぐらいず'ftE
して，運動~"訴般はやられているのでしみ
うか そのへんについて大内先生.お聞かせ

いただ砂ますか

大内{開立循環虜街センタ } 頗度."わってい

信いと魁います STJ'Jf下がるk砲嘆に袋零

術家があるだろうということで.̂CEパイパ

スといヲたことへの考..が大き毛主観拠に伝り

ます

.，・ U笹梶} 一暢幸ほど陪厳がれ'"なヲたげれ..

復"としてM阿じ敏ずっとあるわけです".

大内 そうですね狭曜がな〈てもI だんだん泡ん

できて3完封"になって途切れてし旗うというと

ともありますので
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..(座長} それが1'"を過ぎて，そろそろ大人

の世界に入ヮて〈るkころが#常に大きな問

題だろうと思うのですがI 我々も今後l.t/l l~

例とは付き合わ~Itればい"ないと思うの

で，そういう怠味で貸盈なご窓見をおりがと

うごぎい虫した 妓された時閣がわずか4訟の
ですが，運動負荷む電闘に加えて，新し〈趨

動負荷の分野に入ってきた倹袋詮としてω ひ

kつは心肺運動負倒閣織がありますし.もう

ひとつ陥修医学の検廷です符に心沼市i!l!1燭負

荷齢険.いわゆる呼気ガス分析併附巡動負荷

猷験というのが鰻広徳環器負荷研究会で}まか

なりトピックスに伝ョていますカに この検査

が悶常 mutineと阜で}よいかないにしても

心不全の泊保管程に必援なのか，あるいはリ

ハピリテーシaンの運動処方のために必要な

のかということで目麻野井先生田臨床倹輩と

して見た場合の心飾郡動負荷飢昼食の依開づ"

についてはいかがでしょうか

麻野井(首山医税."ヰ大学} やはり得られる情担

震が...気.ス号取らないでやる倹貨に比べ

て郵常に多いことがこの依険の索晴らしいと

ころだと思います 速臨時の応答企見て，こ

の心不全忠晴の術館のW後に何があるかを考

えるためにも，予後を宅えるよにおいても，

また的観効呆を見るよに.，.ても 強力な武

樽であります routi問にやっていい bのだ

色思っています

•• (mlを} 後嵐A隼は立場が;aうのですが，運動

処方のと容に心防湿動食荷試駿は必漢でしょ

うか それとも普通の遡動負荷試験だけで !

分ですか

後扇 我々のところは辺倒処方はいろいろな方訟を

併問して，AT L使っていますがカルポーキ

ンの式でheartrateだゆからも貸出して必

りまして，やはり心不念例めるい他心織能低

下例では呼気ガス分析というのは，隊膨井先

生がおっしゃったよう巴情報盆が多いでヲ

し。郵常に有悶で。まだまだま棄が闘でU理解

が浅いので。もっと普及してい〈ぺきものだ

と思いまヲ帆非命にむ峨飽の良川しかも

病変術数.完全に解濁されているよう伝心筋

綬当局例で"必rしも必寝ではないのでほない

かと息われます そのあたりはコストとの則

違や入手ということで ある線頃..~伝低例

とそうで怯ない症例を分付てい〈必費がおる

のでは敏いかと思います

..  (脳炎，，，鼠なごを雪見だと~いまザ どう 'b
りがとうございました ディスカツシ，ンし

たいことはまだた〈さんあるのですが，この

へんで打ち切ら仕〈ては仕ら@いので，ー穏

だけぜひ述べたいというようなご愈見があり

ましたらどうぞ弘は霞初に，長年運動負荷

試験をやってこられた名誉会員の先生方にぜ

ひご意見を伺いたい宅どと命し上げaした

が，どなたか関回同..，，"'負術研究会を通し

て毘て，今後どうするべきであるか，あるい

は何か現在の方向に対するご叱貨とか何か

ど窓昆がありましたら仰いたいと思Hます

がいかがでしょうか

春見(昭和大学} 伝ぜ巡回路負荷試験をすると ST
が下がるのかと H ラメ均ニズムを将来的に切

らかにしていただリればありがたいと思いま

す

.. (隊長} どうもありがとうございましたそれ

でほ予定の時間を過ぎておりますので1 ζれ

でシンポジウムそ終bりたいと思います本

日は 50回目の繍環器負荷研究会というミと

で， 週動負荷訴"を..~的にまとめてみ.し

た めまりまとまヲたディスカツシ羽ンもで

き息せんでしたし，司会の不手際で進行が遅

れたことをおむぴ申し上げ志す Fよ上をもち

aしてこのシンポジワムを終bりたいと思い

ます どうもありがとうございました
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e.間間演

循環器負荷研究会 50回を迎えて

水野 政・

宅島鬼先生，過分なご納介ありがとうございました

プログラ，.では遇毒劇錦繍伝どという大それた題になっ

ておりますが これは本自の会長のt諸国先生がそうさ

れたので。弘がM削曾し携したのは，この舎が 50固に

信勺たの守."初はどのようにできたのかを詣~，い

うこ主でした そろいヲた窓味で.150闘を迎えてJt

いう題で作ったのですが。いきさつは樽見先生が巾さ

れましたように，訟と外畑先生が名古阪大学にいたわ

"ですが そのζろやっとエルゴメーターや トレッド

ミルの負荷訴績ができるようになヮてきましたが そ

れも限られた箪畿でした そういったことで， ζれに

続可慢がな〈 怖さんが勝手な方法で節手な基慨を作

ってやっておられたので，お互いにデータを比敏し合

うζ&が贈しかョたというのが一番初めのいきさつで

す a本のしかるべき泰斗&免生に中心におヲていた

だいて紛究会会作って.そこの臓で全官聞な合"のも

とに.どういう方畿でするか，あるいは今後どういう

11"1:'1に道んでい〈かというよう伝ζとを税究会として

検討したらどうか それから，両刷l先生が「心樋Jの

."巻第l号の懲罰曾に fアゴラ的広場についてjと

いうことを茜いておられます{悶日 以岬はまだ併究

会というのはほとんどな<.歩合でIH分ヒかせいぜ

い JO分ぐらいの闘で，ほとんど官間金する時間b住い

というかたちで宛裂がなされておりまして。信念、.か

本当のこと会開〈 ζとができませんでした.そこで，

前川先生のおっしゃるようにアゴヲ的広喝を作ョて皆

が十分デ4スカッシuンをする楊を作るといったζと

で，いろんな研究会 ご"{fじのように理論心電陵情究

会やその他の研究会が循環訟の分野でも次々と作られ

て8ました 少し後ですが.そのーヲとしてこの飼環

2・間保健衛生大学病僧敏.

t守柵 "惚"蜘刊刷酌寵 1鱒}

図 t

アゴラ的広治

白鼠将学". ヨ限定の伊関であ勺て.いたずらに鯛~

・4走払 a舗のための議諭ゃ形iltiJ:;!"に'"ら"いこと

である

そのため"続々 量失厳粛とそれをバックアップずるm
>1>.'.1値税"と治必要と伝る

不ゅにして 当分これらの警機1.1:;視のそうに，.い

が せのてミ仇ら命有奴れかっ合，.的に辺智されるこ

とがm.しい

前"師三見解

心蟻 1魯"参 196911' 

国 2

循環根負荷研究会の冨的

1 負制訴111m式。統ー化

2 倫諸説鵬何I¥i;;l/i別院の統叩化

3. ，脅しい負荷様。判ほL唱の切入

4 と〈に凶本人。 成血惨心綴舗誌の""万訟の』盛期化

嫡負荷.，究会もできたわ紛で，今年で 25tr... 50岡田を

数えると色になりました{図 21 量産初の日僻ま今巾し

ましたように，負荷試械がいろいろあって，当時から

低{民度調民負荷鼠峨だとか..がりなりにも泌物負荷もあ

りまして。 ζういヲたbのの武鱒刀法4をなるぺ〈会期

鋭ーにしたらどうかあるいは*聞とも比般で倉るよ

うにしたい その判定基単もUっき 9してい信かヲた

ので.ζ'"怖さんの合理まのもとになるべ〈貌ーした
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発起人

口2出 制大学 木村栄一 則 11..:.r.-，.熔阻治

久前米入学 本村智弘戸嶋椅~

昭flt.A学 術谷陽一， 書見越一

東京大学 村長a覚!村山正樗

名o'!i::*::字 水野旗I 外相縦

犬、隊約大学 問 飢 桝 凶机磁

帥郁 子帥胤

火阪1(.1:;，0"人絹センタ一 戸山術ー

い それから，今自は北大から分子他物学に附するよ

うなものも出てまいりましたが，次々と斬し〈樽入さ

れてきた負仰訟を仰さん泡お使いになるようにした

い "に 罷初めは 当時日本人の虚血性むを民患が急

越に榊えてまいり卑したので。その鼠抽同方誌やヰ判定

方法ほ孫L格化を仰とかして決めたいというニとがあり

ました これによ勺て そのころ盛山性心疾患に関す

る薫物線訟が出てまいりましたので，その1同定に，使

ってみたいというニとがありました.

これは問退っているかもしれませんが 般例は木村

先生にお願いして。久留米の木村豊先生.本日ご凶席

の新谷先生.亡〈信られました村録免fL そちらにお

いでになる村山先ιそれから札大阪沼制大学の関

先生。 ヨド図J'Htえになコている稲悶先生、当時早〈も

アイソトープを使っておられた住友病院の宇佐美先

払大，，，.立成人術センターの戸，I此t，こういった

h々 が罪組人{図3)となり，木村先生が時比、kなヲて

や勺ていただいたわげです こちらが木村先生で，奥

織がお見えになりまして。宮、もこのへんにいて，山回

先生がこちゅにおられま ず これはそのころありまし

た志麟カンソァレンメの打b合わせ会のときのlJ.Ji.で

す これは木村銀先生で!もう少し21〈て，おも行き

ましたか附附342年にウィーンでべクトルむ電図の研

究会がありましたときの写真です これは何年だっ

たと思いますが。木村先生に呼んでいただき傘してソ

還に1-1-:>て タシケントかサマルカンドのどちらかだ

と思いまずが。そこへ行きましたときで， こちらは亡

〈なられた島本先生でI こちらは木村先生です この

ころは木村先生はいつもたばζ安時って 次から次へ

と吸ってSぎられた時代だったと思いますが，こんなお

者い崎代がございました

こういョたこ kで.第 1闘が附如 50年 8J'/9目日
経M迎会館で行われました(湖4) そのときの発起人

第 1回咽環器負荷研究会

国防附制強年8H9日{土)am10 ω-pm 7:00 

場所終了羽連会館"隔 1001~1巨

続M m喪'"分l 討泊 20分}

l 仰臥自転車ヱルプメーターをmいた狭心症6崎製動

負荷鼠験

l:t).;iill内利 。金沢民仰郎凶愉，多島I.i#

a 負荷心電図積雪益法の術幽生息学的広留Kついて

大阪I抵メ郷 l内的 。陶 一一郎 IMIIl日b鴛
3 灘助負向径の ST-T変化。ζついての検討一命とし

て刷行動態国から

久留米大?本村内科 0戸崎裕館、片山文略。

宵貿伸~， 三本負~;実

~ . M叫N酬eI.oad Tes! による 'U使僧 ..~の心機能判

-Treadm川と sicydeetl[OIT附町一

昭和大宇M3内柄 。隊問良範 守'.ta河

民符川氏率。紳 n:~ 

5 .ナクル唱えルゴメー夕日による多段M'奇術11<に
ついて

住友病院内制 。厩原 n;.乎佐.修久。

成悶充帯。瓦谷仁与6
G. Mdtiswge treadmill exerd拠 τ回のa院議捌笥.

R叩原該及びその修正依

名前民大学巾央検査笠 o外知雌.

都内t争.，争以斡石川1位雌

本会の越智kして年2閉(2/j. 8/1)に闘機 C，

附叩聴者は総設~~と会員{エキスパート}とする

の研究様測が6つの演姻を 20分ずつ発表しましてI

N酋を 20分とったという。先ほど述べました剛川先

生のアゴラ的広喝とも沿う龍子で納めたわ"です 大阪

医大の関也生，久留米の戸嶋先生，附利"維凶先生，

住友術院の乎w突先生のと ころです。そして名古耐火

学の外刻1;';:'1江です こういうことがあうて。大会の遮

岱として"年2同I 原則として 2月と 8Rの土曜自に

関 係 す る そ し て 出席者は 010酬で施設会員と

expertは施設に関係伝しに会員としてお呼びすると

いうこ とで，このときから金前的にエ ザイさんがバ

ックアップして下さいました 2阿口は新待先生のお

世話で ζこからエーザイ本社がよ〈使むれるように

註りましたが九や拡り 20分で， とのとき肱符別諮織

で閉じた:!:t.の体育学部の生担の教綬でめられました石河

先生に f生理学から見た2躍動負荷j という ζとでl時
間ほどお話しいただいて，これ肱腎鎌大変役に立った
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運動負荷鼠験の叫加dardizatlon

3同線設アンヶ ト前日雀

循環忍負荷以験事院副

と思い*-1"， J回目は東大の"足先生が住話人をなさ

いました このときは特別なことがござい金して，そ

のころは遂動負荷しかやコておりま怯んでしたが巡

動負荷総験で死じ.不整脈。ショ ッタが却こったゲー

スを"民主d設かり出していただきました こういうこと

は学会等で踏出てこないことですが， 18-19 (!)締役か

らIUまして死亡したという錨設がい〈っかありま

ヲ 京大 bごぎいましたし，久他米もございaした

し。東京女子医大もあり哀した こoη句容は『心服』

のほうに(}Jf!ており.すし後で出しますが，，弘ども

が術関先Lqkと編集しました『循原怨魚術Jという本に

も出ております これがそう Pす(園:.) この本の中

に。内容ではな<，どこがどういうものがあヮたかと

いうことだ砂がアンケ F ト銅銭の結果におておりま

す 4悶闘は私がしまして，このときは名古屋大学の

仲宵佐先生であるがJ字先生に「運動政指と循環系の反

応jということでお訴しいただ君虫した。，悶1:1で初

めて大阪へまいりまして。，';111先週に世話人に令って

いただきました ζのときは主流b'マスターでしたか

ら，マスターの負術試駁の判定器織ということと冠動

劃~;;との関係という ζ とをアYケ』トで詞迭し掌し

た 斜別謂摘は続谷先生に『避勧負荷4Ld電留の判定基

"JということでJ;i!;号しいたt!lきました

機びまして節9悶からは ニのころにαりますと

参加したいという総設が刷えてまいり成した しか

し，本村先生のお考えで，書.焔は 10U人以内にした

いということれしたがヲて t施設2人伝らぱ50絡設

まで官という かなり厳しい選足がありまして まだ

そのぐ勺いだったと思いまタ エ ザイの訴燃に十分

入るという制度でb っておりました それで Lr.o施
設もるるため淡題は非常に噌えてし支いましたので9

2毎回先生も大変判られましてi シンポジウムのかた包
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図 6

循環器負荷研究会会則

~，条名祢

本研究会{!l'色駄を鮪線路負荷研究会とする

第 2粂凶的

適齢負(o'nH:Jiじめとして.lWfJ割前法，心弱ペーシ

ングZ丸山被などの負荷訴厳令則いた循環2目線mの~.街

A悠E露"対区，予後のS程調札拍僚および祉会復帰に関す

る研究の勉避を目的kずる

第3象研究会の鯛成およU;Jg

本研究会は合同l 世話人 運営併郁で儒'.ずる 斜

面品人 温営併耳慣会，，~焚会のjljf!tMt~lk必し 会員

の承認を御る

司1'14~長尊I.f1，J司

本研究会の事務局は口本低利大学第一内側に釘〈

にされて，テ』マを決めて。これに関係切るものだ付

選ぶというかたちにされました 11題に絞ら札て。何

とかうまく時間内にできました。第 1U闘は本Bt同

じように将男の事閣ですので，ことは新谷先生が償訴

人に取られ.ホテル<-タラでいたしました シンポ

ジウふは村山先生が座長で7"，もう つは外側先生

と紅筒先生でu 題ございました その他に特別講

演として.初めてアラパマ大学の SheffieJd先生に

rF.xerei斑 To州"'の進歩Jということでお訴しいた

だきました.ここから順番に行きまして 飛びまし

て，郷"隠lま準見先生がされまして。このとき隊全

てをパネルのかたちで，これも別仰がありますのでご

覧に仕るとbかると思い傘すが。f循環劉負荷試殴の

将来像』ということで，とのときに皆様が夢物訓告"

話しになヲたのだと思います そのときのアンケ ト

調査.Standardizationということ。これを割弱肉に

険制していただきましたのが，緬川先生と 絡に作り

ました本の中に 先まどの事放防JI:O:問題とともに入

って"りますーもう一つは蒋Jt先生均叫Z心になられま

して.当医局府がこういった先生1iです.会て本日ご，"

M留ですが，この先生方が n~xerc 鈎 Sta叫 ardsJ とい

う，これは."，ですが.非常に良〈できたアメリカの

本の翻訳がで8ております Z ザイさんa情食絡を狩

っているはずで Tから，エキサピタメディカで山てい

るのですが，まだあるかどうかはわかりません.だん

だんと世の中が変わョてまいりまして，乙ういう会則

合しっかりしなければい砂伝いという ことになって，

こういう 4粂からなる会則を作りました{図的.事務

局が日本医科大学第 t肉料に協かれておりまヲ その
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図 す 園・

循環醤負荷研究会

世話人

材鳳~. .断行樽 水野邸 戸山~-. 戸筒裕.

官 IHQ-，-I't見建ー 杉本恒間比外側雌仰向~~

早川弘司下村克J1J.退場銅孝，片桝倣鯵下術館

三輔問符ロ興}。中"越I 陶磁~'"

J!;-BftlJl 

際M 治，習量島x陸..貨国先払曹関公丸川久保輔z

".鰻司.111辺諸。武者百年制鍋窓 届

途中ですがI 世酎人と運営幹拶ができaして，こうい

う方還ですG羽1l 皆憾のお手元にhるプログラムの

表紙“に・'0て幻りますのが.あ符先生.戸山先生と

い 2た方々は.智きん釘~広伝りましたので各省会員

に~Oてし.い傘して. 実際の世緩人1:U，しろこちら

のほうの方々に佐っているので陪ないかと思います

そして，実際には溜省幹事のほうでこの~が辺智され

て"ります ζれは杉ト先生が金銭のときで偶然こ

ん信者長束。e曹、の平元に l>-~たので'"レ志した これが

アゴラ的広樹で。「ω腺リの鰐 1魯.1II ，特に綬って

ti"1):l.すが， こ ζの大場者Zこと l~ ， ~当時目本は務当に

貧しい闘でしたから 何むで..かヲたということで

す本当にペーバ と鮒撃でし令げればい"省いよう

"時代だ勺たのですが，自然将学1;j:J!:llEの学問〈訟ので

考えf.!IIではいげ信いということで，彫耐よヤ的に

..~な智伊的主主ζ とをやっていてはい"ない そのた

めには糊舵伝旋風が必裂であり，そのためには鑑淡カ

が廃るという ζとで。当時"なか信か..めそうも伝か

ったのでl'tJl 現在出世界に窓たる縦横聞になり ζ 

れができるように信りまして，管，""亦需にいろんな

侮指場をうけた先生方 〈常体鯖}

名占鳳大学

~鮒人i学

風来人ザ

ロネ:Wtl大9..隠:U嗣“大字

火原太浮

久留衆人マ

大阪隊創大学

*悶̂"

.悩絢lI.日比野道，良島英雄。

Illf晴雄

前川保-aL筒野正夫.早綱iEニ

.甘震災 4吋字放])夫。伊・..雌ゐ
村尾貧樽見処ー

木村繁一，単'"弘一

武内霊五...佐野・a日路， tj.D興一

阿~絡， 戸山鯛ー

本村筆。 戸嶋鰯'"

原〉見。筒，，~崎

傘得".

ことが実証できるように伝ヮたのだと思います それ

*"'JJIjえKなヲて. .すます処倒していっていただき

たいと思います。

ζれlt. ft.が今日ある先生方自.~夕、:'1::， I:l比野先生，

.. ・a先生。 I"問先生時とまる勿刷創俸制場合受砂た先;!l:.

です〈図的.また。京..の前川先生，商安先生には大

変可袋がっていただきました 鮫麻の教慢になら札た

阜組先生，磁波大学ではirA‘ころに礎甘先生."嚇 太

刀炎先生.，予厳良雌先生，村局先生，樽見先生に大変

ごm輔唱".υ傘した 当~ この会として"nヨド挺終

大執木村先生には本当に公.'"にいろいろ俗世話に

"り怠した 大阪大学で"阿部先生，戸山先生，久信

米の木村先生，こ号いった先生Hに大変ぉt世話に"り

まして，今日があるわ"です ζれと同じように仰織

方も立総信先生方が先銀に"ゆれますから.その先生

方のご1Ii~をう事〈受付て"根伝刃になっていただげ

るとるりがたいと思ってMります以上です
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循環器負荷研究会 50回の演題からみた

本領域での興味あるテーマの推移

t嶋健治・

循環槻負制研究会は附利5初年S月の第 1回開徽以

後."仲jとして年2岡防備され 't成 12丹8月まで"

年聞に舗問IO)!l湖..."えたこの領域での本分砂的研

究会である 本研究会で発表された一般繍題ゃシンポ

ジクムなどのテーマから運動心幅高術学の興味ある領域

の袋...械ぽ守した

まず，第 1-50闘の研究会金ぼ'"年単位で 11 

1.......10闘什捌ただし 筋 10阿は般樹姻の公野"な

し1，~l 11-2~ 阿( 目 糊) . 3) 21.......30幽(111則)， 4) 

~断~ 備心エコ 臓物

43 

11 I 29 

川 29 

N 
49 

v 38 

31-40回(lVW!l，5) 41-切 回印刷}に分付，各時間

観に宛決されたー鰻被揮が.1診断法予後.2 
核心エコー ー機物 3 呼気ガス分併乳..・心司

会.4 升幽血性心篠島 ・不箆脈.5 週動剣院議.6 心
術開む谷 ・仙圧反応.7 その他。のどの領域に腐したか

.分銅した。また企画されたシンポジウム パネル

ヂイスカツシH ン 銃一テー?などに取り上げられた

テ マむ阿織に各時期傍に分射し，趨"を検討した。

その."時まヲ」 般機哩の健訟はi9i魁で 1，ll， 

... 腹心不全

"d盟血健ι議息不思眠

量動燦~

図 1 循環・負荷研究会叙ト→股濁掴のテーマの催惨

同事抑 制 内 科欄脚センター

岬 冊醐酬酬九 19-L)
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m. w， V朔に"々 70， U5. 14!1， 238， 195聞が発

表された 利に録近はシ〆ポジウムなどを合めると徳

間 20から 30屈の被閣の鱒裂があり，この分野では小

縦伎な繍環個凶迷学会をa縄する繍趨微である

また。本研究会の興味ある領峨としτ.r診断線 予

後jは し日 川朋にはd々 42.2机 29%あョたが。

.. ，期には各々1]，10%と漸減した ーカ.r呼気

ガス分析乳餓Jは 1， [[則に"各々11-20%あった

が.m.JV，v朔には色々29.~9. 38 %と槽.，した

f紋心エコー 絹物Jl;lいずれの時期も約1O%'e，!j
め f非虚血性む~胤・不盤脈J. r濁動償法J.r.¥.o鈎
応符 血犀反応』はいずれの時期もが¥j5%の舜表があ

った きらに 「そのIruに属する糊組は。 I-IVJUJは

いずれも'"兎以下でおヲたが. "聞には 17%にm加
した しかし現在脚光'eltiびている分子生物学や遺

伝子医学に闘する鋳裂は治ど仕か 9た{図 1I 
シンポジウムなどの企画面のテーマもし11'院にはJ診

断法・予後jが多<. W， V期に1" 呼気ガス分続 ・

乳."・心不全』が多い傾向にhヲた しかし，企樹上

テーマの滋彼を鑑けるた吟か匂-"抜魁ほどその傾向

陣原著ではなかうた

約四半世綻1滑には週間負術猷肢の"断法や定絡を問

うことが運動む隙併学の主たるテーマであったまた，

安全性と訟断飽.筒めるたのの工夫が鶴つてなされ

それらの発表が相次いだ.近年.呼気ガス分析をkまじ

め心不全に闘するチーマが室涜となり，この傾剛院鍵

〈可能慢がある心臓獣医学，心エコー業物ffli/，
非雌血性心終息.不織脈..躍動"法，'U.')ハビリテ

ションなどの依械はほぼ一定の割合で駆鈍して"究

される分野とaえる また 飯~iú fその他Jに属する

研究テ マが憎えたことは，銅峨の鯛分化がさ らに封臨

んだミとが考えられる。分子生物学や遺伝子限写に閃

するテ マはあまり取り上げられてこなかヲたが，今

後白他のパラメータと釘関わりか内運動(.4th越学の誠

庖となる可能伎がある
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軽度運動負荷により急激に心拍数が

増加する心廃制動の運動耐容能

心房値動ι対する遺動鋼臨港の可能性

安逮仁・ 桜井繁樹・ 伊厳緒子' 11谷英樹・平辻知也・ 伊 藤 重 ・

関口銭・ 拘口 膳・ 商問典明・ 警警凶彬 ・ 瀬困者~I$' 国民帝都直樹・

糠濁治・外山単ニ・ 肉離滋人・ 2量的洋・ 大島茂・谷口興ー・

心o"倒動(Afib)級者のま訴のひとつに労作"の動停

爆がある 安僻.，の C;白放が正常であるに也かかわら

ず。健労作にて心制撤が』略微に櫛加する""が時とし

て魁められ， ζのような盆例では"作神の動停患を"

に強〈鍛える.Afib 例にお防る労作時の1JJ~主伝樽棺白

館神経括性に依存する吋にめ白これらの使例で陪交鰍

紳腹話也の拠常光逃が存4草するものと思われる。道働

耐容純低下例では安飾的の安感伸経活性が光過してい

るζとが多い 沼働剛容院の低下を交感神経活性の1~

進により代償しているものと考えられる そζで。今

凪心筋繍働側におゆる笹労作時の心鈎応答の拠慣が

運動耐容能や湿殴Pれの心腹絶に関連するか査かを検討

した

s 方法

β，.断貧富を服用してい佐いAfibお例を対象とし

た 1分咽あたり 10wattずつ網加するランプ負荷を

"'"た心勘濯勧角。.. 式験を行って心納応容を個聴取する

とと l>10:.迩動樹容能の卵僚として anaerobicthRヨh

old(AT) t peak ¥10， '1'，遁動中の心後鎚の術師とし

て厳粛"*"とVE-VCO.slo保安評価した。 Owatt
から 20w個，，~荷までの 1 分間あたりの心賀町νート噌

刷変に対する最大負祷直前 l分間の心"レートの倒菌加

度が 0，8以上2未満の正協静(C静 n'"11 平崎年曲。

5lI. t戯}と 0，8来測の過剰反応併(EfII:n::お，平均

年&62.7成)とに分銅し.21事凋のこれらの錨栂.比

敏検a守した 都麹疲血は卸張虚心筋彼>0例tClF.=2/
81.む臓弁4奥富 10例(C/E=I!9) 虚血性むを実，，.例

(C!E=3!5)，商血11"例(C/E=21))，lone Afib 5例
(C!E..3.却である 年続およびジギタリス・ペラバミ

開制ゐ刷..ン ター榊制約

内'"制 問 賜 酬明酬lfI3-12) 

ルの使用練度に建はなか勺た

S舗果

安静時 AT時股火ft?oi閣の心剣数儲闘静で有司."

"なかヲたが20wlIt¥時の心的a院はcTU03.9!minJ 

に比し .. 浮 U2~.O/昨叫で有窓(p<O.OS)に高かった

%AT， %関akVo，ltE齢(75.6%白59.0%)で'"

C83.3 %. 76.8 %)に比して有意(それぞtt.p<O.05.

0.00に低かった(舗 11，倍前."健脈もEI'予で有意

(p<G・"に低価でおった{悶2>.:1た図 31ζ示すご

とし VI:;-VCO， sJopeはF.OIで省:e:Cp<O.Ol)に商値

を示した

5 勾喰

今聞の検討より.，属労作において心拍数が過剰に元

過する心弱鯛動例 1~1E常な心勉応答を最す盛例よりも
趨動崩容緩と遜動中の心慢能が低下していることが示

された

心房鯛動に結いてや宣レ トを決定しているのは房

室結節同伝嶋慌で~る 房iUiiiOは闘機神経活性によ

り制関されている"たの縄労作で心箪νートが鳩.，

しやすい例では""砂防釘よぴ低強度週動νペルにお"

る実感神経活性が賦活化されているものと思われる

本検討において使用した AnscrQbic thr，曲。dと

peak VOμま首うまで bf.l:<趨動耐務総の指標であ

り，般商"*脈と VE-VCO.olv凶戸は湿動中の心横純

金反映する鮪械で~る これらの柑僚は録性心不全日者

に低下する街傑である ζとより本般討のE静は心不

全に近似した状@であるものと思われる それに対す

る代償侵序として安感仰盛指笹カりt過し，そのた@に

房温区伝語"が花道しやすい紋態であったbのと考えられ

る

ところで桝網憾にE寄せない心留組働問輸銀目的"ν
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=}R 100 p<O.O' p<且0/

主'00 

δ〉 76 

」3帽t520 5 

* 0I 。

C'ほ E" CII E!躍

国 E胡描蓄の追いによ畠連動耐害艇の豊揖

15 
p<O.OI 

E 
5 内
。l

CII E!I 

国 2..c-tl蝿膏の遭いによ.最高融聾蝿の塾属

トコントロ ルである そのためにジゴキシr.ぺ

ラパミル等E号室伝導を仰網ずる揃物が使刈されるが

これらの襲網のぬでは趨動的の心.，.ν トをコyトロ

ールできないこkがある.そこで さらに労作喝の交

感附峰活性遮断のたのに β遮断認を使刷僻したり.蛾

近では房賓館節にアプνーν，ンを加えて伝樗襖唱を

修飾した後にぺ』ぷメーカ-.鰍え込みνート "ト

ロ ル金行う紙み剣がなされ，良好な鮪燥が得られて

いる また，近ft:，運動際桜島.翼線怖錨活性'id主化
作用を有する ζ とが明 らかにきれてきている とのこ

とは 遡動彼訟が心房銅動例の労作"のνート コント

ロ ルに有周な''''奮発，.，る可能性があること告示

唆すると思われる
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り Atw旬。dJ E. Myers J. QuaR:lietti S. et al : EHcct 

of bcぇaxoJol 00 tb~ h~m吋Iynamiι lI: as

exchange. and cardiac o¥，民putre湖.>1m&'10 ~x~r 

O喫 inchronic atrlnl tibrillatio札 Chesl陪 "

1¥5: 1175-1160 

~) Brignolc M， Menoz~i C， Gi~nfranchi L. et al 

A=黙羽もentnf凋triovcnt叫 ular;mlCtぬnabla 
tiOll 創作d VVIR paは:emaker versus plmr. 

m筒cological1代唄Irnenlin patient~ wilh heart 

failure刷 chronlcatrial蜘iIIation: a rlln 

domizt'd.凶nlrolledsludy. Circuwlitm 1998 : 
98 : 9，，3-9ω 
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内皮依存性血管舷張反応を改替する

ACE阻害薬キナプリルの，運動耐容能

および反応性充血に対する急性効果

石山実鮒・ 波辺盟行・・ 石井智答子・. .青井恵美" 仁科秀祭・-

a木隆史" 新宿畿侯" 斉雌 巧・・ 板木相彦・・ "図一彦・・

外山筒弘・・ 武安法之“ 鯵収駿一・・ 山口 感・・

s官膏および目的

心不全む者においては。運動中の話動筋への血"'"

"が不十分であることが閣となり..."樹容能が低

下すると説明書れる o..cxlcrら"は ACE阻省束。ト

a~april の鍍則被与によっては運動耐等専問の改鋳1;1: f/f 

られないと報告した.これほcilazaprilの短期倹与で

は血管飢餓のνニンーアンジオテンシン系に十分な修

響を及ぽずに歪ら伝いためと考えられた 一方，

BANFF study'}で".組線特異伎の謝い ACE隠密機

quinapril:i>12カ月聞の役与により内皮依存性の血管

鉱銀.改普古ぜ.ζれに対し e制""凶1，叩prilや '"η'"舵加'

" 受容体鑓抗明機臨 lα燭~，抗tan 1;1;との作周4をE有さなかラた

すなわち組.，特.. 奥鳴餓の碕い'"刷，附lapl日には燭湖問の綬

与で血管a鉱a犠飽4をE改轡させる可能性が唯噌9えら仇る

本研究では似鍬符奥伎をもっとともに内皮依存性

血管弘張反応を故笹する特徴を有する AC正阻也綴

刷、aprilの111聞役与が，避勧筋血液量，反応性充血お

よび選動樹容健に与える効拠竜彦倹2守した。

S 対象および方法

対象".陳回世合筋慣塞8領L娘心症i例。備制弁

狭窄続 1.則L鮪尿病l例の許 11例で金例間性であった

{年働 61土6綬，左蜜駆出分画 50ま12%J 座位自

転票総エルゴメータによる 1分間 10W増"多段瞬漸槽

負荷を行い，織気候代割問値 (AT)，最禽E院議録取"

(peak ¥10，)を決定した .た何時に，返，.外線分光首長

(NIRSJを刷い.遍動中の右大腿外側広筋舗に.いて

"液量産を反映する全へ宅グロピン温{totnl-Hb}，俄調除

-国立水戸爾院内向

，.，叩問醐 J-~-1)

..大炉臨床際学高島内約

("" 31)5-8575 つ《ぽ市天王伝 1-1-1) 

化ヘモグロビン量(oxy-Hb)を測定した反応性光血

l;tt尉稲荷i9iNIRS ~長老周い， 右大民自由に穆いた守ンν

昆ヲト.体血庄より 50mmHg高<s分間加座後.60
mml胞に急越に減圧し流入する。xy-Hb盤を測定

した これらを， bnseline(B)' plaeebo(Pl 'quinapri1 

<Q)投与下の3闘行い。 比叡倹討した.'"凶prilf;t， 

10 mg(収敏朗自a100 mm11g以下においては 5mω

の則自投与とし。上記の測定".彼与 1時間後に行っ

た。

S結集

心鈎敏は u，厚。 p"， Q静の3群伺に有''''なし

収縮期血[f(nll叶-Jg)I.1Q#が有窓に低値を示した

(B : 137土20，P:135主18，Q:127:!::1. BvsQおよ

びPvl'i Q.いずれも p<0.05).AT{m!/¥qr!分)およ

び隣akVO.(ml/kgl分}ほいずれも".聞で有望霊登

e示.，旨か勺た (ATB : 13.5:1:.2.4， P: 13.5土2.4.

Q: 12.8jヒ2.6)(penk VO， B: 21.1土2.2.P: 20.5土

2.3. Q: 20.3企3.OJ 。 また遁動中の彊動筋の血管Ðr.~愛

.反映する遂動筋'"減量の増加度'iO・AUIも有意仕

変化を示さ会かコた(B:6.2:1:3.0. P: 4.9土1.9.Q

5.2:!::1.2. II.S.) ， 

反応性究血にお付る凶y-Hbの匝血綿脈後 2分間

の流入盤(xl0ー.AU)も 31.聞で有窓愛を示さ留かっ

た(B:29.6:1:16.4， p: 33.2:!::20.2. Q: 31.3士18.9，

n.sJ 次に反応位充血に151'る偲風解除後oxo-Hbの

飽入量の組血飾削除後の時聞による釜を倹討するため。

鹿追角形船後 10秒間と 10秒から plllt伺 Uに速する a

での2制にわけ(liIlJ. oxy-Hbの変化腐をそれぞれ

s 僻聞で比較した(図2)その結果限血員輝総復刊紙1閣
のoxy-Hbの流入盤(xlO・ AU)I:t <}uinap州役与に

より有恵に減少し(B: 15土10.P: 14土9.Q:12土7.

J3 vsQおよび PvsQ，いずれもp<O.OSれ 10砂から
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'"肋おσ3(AU)

" .1................ •••••• ..~ 

，，' 
.~ 

" 
" 

， " • 座制鯛陣

園 1 鹿島全兜血における""鯛隊後ω移までの似y-Hbの軒以凶雌
男性.陳目色b筋線省}

m 

反応性充血田y-Hb の

直後から10秒までの寝泊量

l!.oKy-Hb r 

" U)"3酬

" " 
" " 
" " 、z
、。

' 

p<o.o5 
唱

止主

" 
回UL『

"左7

" s 

o 

15::t10 
..土9

5 

2 
凶醐附 由a加 qulnapr討

臨

関 '" 関 随

時間

反応性充血 oxy-Hbの

10秒後から plateauまでの変化盆

企'"陥，

削，.，似U)

M 

0.' ， 、， 0.' 
M

W

M

ぬ

羽

お

初

日

"企.. ..企" "傘"

b醐" 同a自国 qUln印刷

図 2 反応性克血の岨血鱒品食後"秒摩で{左〉 および"惨から plaleauJで{右)の。xrHbの変化度

pla!eauに退場るまでの総入原は省替な変化を示さな

かった(B: 16ま11，p: 20:14， Q : 18全><，札私} す

なわち quinapril役与による反応性充血の血線総入量

は初期には減少したが。後期には変化を示さ"かゥた

5 考割高
ωをお恩恵有に"いて。骨絡筋への血液糧事流低下が遅

動耐容能の低下を来している乙とが示唆されている

が，中でも内皮を介した血管鉱裂後の低下が関与する

可能性がある刷 本研究において，組降格異性が禽〈内

皮依~l-性卵管鉱磁反応を改普するという締織を有する

ACE劇務粛 quinaprilの単四役与によっては，選動中

の骨絡'白血減量や運動耐容能の街梅でめる後気性代謝

闘{自 綬硲'"民鰐取"のいずれも変化.示さなかった



-)庁 反応性充血における 2つ"略者1で伽inaprit

によって異なる変化が製廃されたすなわち Quinapril

役与により.IL追跡除後 10砂までの ollywUbのm加

は仰制きれ.10秒から似atcauに遺するまででは."

-HI:は有窓会変化を示さ4旨かった.

ー般に内皮依下f.t雫鉱裂は自白w-dependentであり，

血涜による shearstrelSll(ずり応力}が内"に NOなピ

の血管低温物質を依山させ刷管鉱頚ずる 圧迫附仰争

後 10秒までに oxy-Hbの別加が卯制されたの IJ.

quinapril役与前後の体血lfの低下に示されるように

骨格筋以外の山管鉱張により筋肉に総入する山語使2慢が
減少したためと符えられる しかし 10紗までの OXy.

Hbの榊加が制限されているにもかかわらず 10抄か

ら同副凶uまでは椀入する血液量の減少はみられおか

勺たことより 内皮依す位制管鉱傑反応がこの防相に

おいて改祷 L- t~ という可鮒慌が考えられた

s 館語

組織特B慢性の商い quinoprilに"いても 単闘投与

によっては.還動中の骨粉筋血糠置や運動耐容能の鍋

様である嫌気伎代議関低煩縄問拠調医筏取量置いずれも変

化を示さなかヲたが 反応往充血におりる血符鉱録性

む随 Vol.33 凱JPPL2 問。1) 61 

に変化が.，~された

今後長則投与による内皮依存性血管鉱張反応の改魯

".運動耐容能Kもたらす効訓院について伊2すを巡めた

1> 

s文猷

1) Orcxler 11， R副司hllrdtU and Meinertz T 

Contra駒 sp:peripheral short-term and long-

term effects 01 converti"ll' t'n ~yme inhibitior! in 

palienlS州 hcongcstivc hω同 failurc.A do~ 

blc-b1itxl 則自cebo-c'mtrolled trial. Cirwlu 

伽脚 79:491ー拙

2) And~.，.問。n TJ. Elstcin E加ldHabcγH : COlnpnr 

耐"，礼udy01 ACE-inhibilion， Angintensin n 

酬明珊!oI1l， 1100 CaJc叩 chunnelblock叫 m

Uow-n~怯副"ω "ωdi刷 ionin patients with 

coronary discasc (fIANFF Studyl. J Am Co{J 

Cnrdiol 2000 : 3r. : 60-66 

3) Homig s， Maier V arnl Drexler H : 1'h四 ca[

t刷 噌 lmpr叩 削 叫 刷ial functi制 "

関 1剛山問山 chronichcurt fai1ure.αrculQ 

t剛醐銅 210-214
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肥大型心筋症にお貯る

友室拡強末期庄の運動応答

武jfit;繁志・ 井海英夫・ 石木良治・西海"''''. 曾村施 l・ 重村】成・

河村大誠・ 彬照久製・ 野岡町"子・ 岩湘三紀・繍問先弘・

! .的

肥大製心筋/JtmCM)IJ:， ti筆舷犠健飽隙告と"'常

あるいI;l:Jじ巡した怠撤収鰯'"際協働陪H'I僚としてい

る通常，左富鉱夜来肌容倒 (LVEDV)のt智大".左京

鉱張末期底 (LVEDPlよ易を作っている したが勺て

LVEDPU:左蛍舷張敏飽の術婦として刷いられてい

る しかし1 左京の肥大.線維化等により LVEDVの

粗大なしにしVBDI'がよ鼻することがある.働問提峨

で以...負荷肥大むにより.題動中の LVF.npが上昇

することが知られているが。 HCMI$者において."動

中の LVJ::DP変化を詳細に帳告した例Uない今回

我々は HCM息者にお砂る臥似白紙期エルゴメータ

還動岬の鋭的的 LVEDP変化を倹討し，組動仰の1i:
盆働能応答について詳細に績沼ずした

s対象および方法

対象l;tHC澗初例と正常コント凶 ル59'である

左盆内にマイタロマノメーターt-l"@::tJテーテルt肺動

脈にスワンガンツ治テーテル.留湿し錐鍛限界性臥

依エルゴメータ 負荷総峨を行った 負荷l;t25ヲッ

トより開始し. 3分ごとに"ワットずつ噌卸した

心納敏および鮮民的に計測した友箆IE議形より

LVEDP.心筋収縮の術相として左童館の 次微分の

a最大値(LVdP!，由開悶討を， 事た心筋弛緩符伎の抱棋

として勝定数 T112金制定した 肉時に心エコ』にて

左室内候を鎚時的に測躍した

稜々低 HCM患者の"動負荷中の LVEOPの変化

には2つの興右るパタ ンを認めた運動負制中を通

じて LVEDPが漸次綱大告示した息場静.グループ

1とし，逮動開出後漸次m大し白その後調断滅する"物

-名古屋大移火学院医学系隔謙輔..府.診断写

伴岨醐名内陸珊I剛舗岡田

砕.グル プ"と群別した

S繍.. 

昌司e ド心エロ にて求めた.;，区中附慢帰肱コ y ト

ロール酔{グループC)で平均 10ま1mm. グル プ t

で平陶"土411)11) グル』プ11で平均 n土Immで有

志にグルプZで大であった また Wi{[leらによる

LVUスコア陪それぞh.6:tlと4主lでグルプ1

で有怠に大であ勺た。密室原fU~解 mFlは S瞬間の有

""豊を認め伝かった

コント ロ ル群で1;1LVEDP 1:溜動開始後 HR50

b，m付近で，ほぽプラトーに逃したグループ1では

巡動負荷中を遜じてI.V悶)pが(¥2土5mmHgよ9
28:t:8mmHがと漸次憎大金示した{図 1) ー方グル

ープ 11 では運動防始後漸次綱大し 'H 主 4mm~よ
り27土5剛山I-Ig) その後漸減U6ゴヒ3111m! 19)した

LVEDPtol溜動負荷にてこ相性を示したグループ11の

うら無作為に選んだ4例にひき続きプロプラノロ』ル

.役与した仇同一強度の運動負紺テストを行ったと

ζろ刻動負荷中の I.VF.DPの=相性変化 主総失し.

グル プIと同組皮阜で土弗した{闘2)

運動負荷中の左室憶喪末期径峨グル プ 1，TIにて

術窓に減少した金丸グルー升測で翠.認めなかった

左京収縮末期限も同様の傾向を示し グループT. 11 

にて有沼に減少したが樹齢側に.."認めなかった

3グループともに。心倫散と収縮将位告示す LV

dP!dt ma~ の加には巡動負荷aドに伎ぃ tn闘が認めら

". 運動負荷による心舗数m加に停い LVdP/dtmax

WIl加 を示した符にグルプ11ではペスラインよ

りの噌加率が(l2H48%1とグル叩プ lおよびグルー

プCに比ぺ有曹に大であった LVdP/dt附 M は刷負

荷の修・をう砂るが.LV厄UPの低下が始まる critical

H'を超えても選動終点まで揃噌したこと kり."の
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収続性の刷大を示唆する虫たこの LVdP!dtmaxの

顕著な鋼館大はプロプラノロ四ルの役与会した 4例で

は有"，釦制された

弛緩特性を示す T1/H主べw スラインにおいてグ

ループ T，" いずれもグループCに比敏し行怠に騒反

していた また避勧角樹ゅの心伯鍍1;.T 112とd聞に

は強い納闘が認のられた "にグループ"では巡動負

荷による T1/2 o)mli自怯グループ 'より有窓に大事

(，グループCとグループ1の中聞のパターンを示し

た なSんこの変化.プロプラノロ ルの役与をした

4例では。司""に節制された

5 考事

今回貌々は 11CM患者の週動負背中にお付る

LV左右Pの変化に明らかに納典借る 2つのパターンを

見い111した E大の..，."大であるグルプIでは趨

動負荷中を過じて LVELWが漸次補大を示した白これ

に対して。肥大の総血が小であるグループ"では運動

脱出後， LVEDPが-!l上昇ヲる'"のその後漸減を

示した。このニ樹佐の LVEDPの変化J;/:LVEDPが低

下し始のた後bLV dP!dt m似の上昇を停い友窓収

総伎の明らか必m大~，，;唆した HCMにおいて心筋

虚血がその痢総生息に"要伝役"をに会っている ζと

が数多〈報告されている グループ Eの漸捕する

LVEDP変化';1:.虚耐の関与が大と思bれるー方，グ

ループ"にUいて".逝動開始後にむ筋虚血が翠起き

れるものの.，仇ica'IIR畿に，故笹したものと緯測さ

れるグループ11のニ術性の LVEDI'の想定削まβ遮断

案のプロプラノロールの削処聞で消失した ζとより

この2併問にお防る血行動観の復興の機内"りひとつに

溜血流に修容を及ぼす交感神経制調の箆異によるもの

の可能性がある HCMに結いてむ筋虚臥は術態に"

要な役割をはたして"り，町羽11arter)'の形節約，畿

能的拠常がttif!iされているが，紘研究に幻いてグル

プ'"グループ"よ"衣室肥大の綬皮が強〈。岡グ

ルー列聞においてグループEでより凶lllUa皿'"の

隊轡が強い可飽性があるさらに β州問問rglc刺砲に

応智した melabolicmecha川~による勉血a貨の調節，

符に心筋肉白川1.同""の形寝際的.慢能U約伝際沓が関

与ヲる bのと思われる

s柏酒

運動負iI1時にお砂るニ他候 LVEDP~じ讐U左心11

，.の改替を伴ぃ。運動負荷により生じた一過性の心筋

副院血の改書房4是正壊するマ カ である可能性が示慢さ

れた

8文献

1) Udc1son JK Cannon RO， et al : p-Adrenergic 

鉱山 川州h，叩 erenolenhal問 left

venlricular diasto.ic perfonnance in hypertro 

phic card醐，.""山y抱卵tePOlenlialion of 

myocar刷帥 肌Circll，帥， 1醐"釘1

382 
~) 12awa H， Yokot.... M， el al : Adre附叩"心川rω

o. 1恥 force-f~ue開制 relaxa山n_fre

(JUCIICY同 ali伽凶 inpatients with h}岡市ophle

eardiomyopalhy. Circulolion 1997 鮒 2959ー

鈎68
3) lnagaki M， Yokota ~1. et a': Impaired force-

frequency r蜘針。附 加 剛叫州hh，削側

首I¥.eleft ventrieular hypertrophy: a lX鵬 ible

IlhysioloJj"ical marker 01 the lran則 I;onfro 

，h拘間logic10 palholoJj"刷，hn胞rtro.凶y.CirclI/a. 

""凋 1999:鈎 1822-1830
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冠疾患患者の運動負荷回復期における

循環応答と糖負荷耐容能との関連

今井総鈴子・ 太図曲暁・ 中 山 秀・ 三好恵・

宮脇竜一郎・ 三原宏之・ 諭江一男・ 広木忠行・

， .. 最

高インスリン!hi症は尚血圧や.. 心症令<の心刷管侠

忠"危険凶子であると剣綱審れ当故当医でも Miyawa

kiらが高イ yスリン血径と辺康縮性狭ω低との関連

を報告しているH また Haffner~) 1111尿病の前段階

にあるkされる対象について検諮し イシスリン盤統

性を布する柄はインスリン感受位のある者より側出硬

化のリスタが高いことを指摘している" 一方，運動

的の循環応答と予後との閥晦についてフラミンガム研

究では長期予後における'("$故舟生と運動負荷回復期

の0011'変化との関連が認められているが"，タリ プ

ランドタリニフクのグル}プによる検討では回復飢心

拍数の変化が予後に関連ヲるとしている" さらに

イy スリ y と運動岬の鉱議期血圧が関連することが報

告され叫インスリンが運動による循環応答に彫容を

与える可能性が示唆されている しかし 過性の遍動

負荷に対，る術開'"'答と，インスリンとの関連を倹討

した傷究は隠とんどない

そこ守本研究では冠篠脳血者を対象として高イシ

スリ y血症と巡動負荷に対する鮒環応答との開趨につ

いて線引した

s コ智治
対集惨胸S慣を立訴とし，福動脈溜鋼惨と"動負荷齢齢，

'"経口抱負制蹴酸{α;TT)を血行された閣者側名

であった遜動負荷誠験はプルース R法をmいて行

川ヨ躍動相場"よぴ回復調闘の心拍数(HR)左前tfEを測定

した回復期の収鰯期血圧(SBP)はSBP比(回復期各

時点の SI.II'値/限切k運動的の SIW)をmいて評価し

た 主た悶"'"の心州数は時間に対切る%HRmax 0) 

網岡大開官官百槻剛咽， .，聴取包阿

{円"醐問問酬陵町

変化から検討を行った

OGTTの鮪呆から。総イシスリン震(ペースライ

ン 30分 60分""分持の血中インスリン偵の総

計)がi卸μu/ml以上を高イ yスリン鮮とした また

インスリンと同織に総血緩盆.求め，現)()mg/dl以上

を高血相醇とした 飽イシスリン量と飽血個室の組み

合わせか勺附 1 のように~息者を A.B， C.O の 4 併

に分銅した B郡と CDI歩高インスリン幹であり， C

酵 D昇率は高血制静でめる.これらの4聴について比

鮫検討念行った

き 結果

会総の息行滑性を袋 1に示ヲ 年飢身銭，体吸は

いずれの静岡にも有gf!Ht認められなかうた.sMIの

みC群でやや高いNW~にあった 駆出率伍刊は日鮮

が有意に高い悩を最したが，本研究の対象例はほとん

どが話術範閥均であり.EFが<0%以下の位例U含ま

れていない.なお，友章""および各鮮が到逮した還

動強度には蓋がなか勺た

同2は総インスリン識のみで"平に分付た場合の，

@]tIl.lOlの循環応答をtt般したものである 商インスリ

ン群の S13P比M他方に比して有怠に低い値で惟修し

ていた

ーヲヲ，総血事前Eのみでか矧された""商血繍君事とE
需給血絡君事)を比較すると， SsP比および心的散のいず

れのパラメータにも雀は認められなかった 総船舶盤

は今回の対象例においては巡動負荷に対切る係閣応答

に撃を生じ伝い結燃となった

図3は先ゆ"揮に組み合わせた 4郡聞による回復.，

"銅環応答の比般を示す回復刻の SRP比の推移は

D併す~わち総インスリン尿が正常~低値で血儲値

が高い鮮の S13P比が緩も筒〈推移し，次いでインス

リン血糖鍬共にjE常~低値である A鮮が高い似を示
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恒三E

3 . -
国， ..インスリン.とh..~絹合@た4尽に1>11る温動負荷図鑑期の循環応答

SsP ltl.tatインスリン虚の低い A1ft: f) "，)1/喝い儲の..，竃修している (RvsD， CV$D. 
1><0附

した積定の結果.nnVliOn. C静 vsDr，y;聞記省傘

盤を認めた銀血踏量の尚低に関わらず旬インスリ

>J訟の爽低tこより 5R'の回復は拠伝る鈎僻と会っ

た 】1i.HRについては 4群聞に援金認めれ 樫村宅謝

のパラメータとの凶迭は認められなか勺た。

s考東

今回の研究では 商インスリシZ容において週動後の

58'回復が早いことが示された ζω餓僻は過去に桜

告された商インスリ;-JIn!il.広よる風圧上界とはd陸ずし

もー数せず，また回復期血IIの商債と窓脱線療息との

関越をインスリンの鮫E無から縄付Wるこ kも現段備で

は不可能である，ただし.本研究では機質的選動脈絹

哀を有する続例が少ないことや，心自民能低下がÐ~で

あることなどがa去の綴告とは拠なっており，このζ

とが拠なフた納緋を生じたー凶であるとむ勾えられ

る今後。菊インスリン血徒と巡動負荷"の徹環応符，

MよびそのE主義について開通伎をさらおる長期的なフ

方ローアフプ舎合めて倹討する必獲がある

s文献

1l MiyawlIki R. et a.1: H)'Ilcrinsuli問 mm ln 

卵白川I! wi山 spastiellngina似誕toris.白ゎ

dilJlolJ' 1997図的3-508

2) Haffncr SM， ct al: Jnsulin-re引綿""'

prediab刷 C剥 bje:匂havemore atberogenic risk 

factors Ihan in胤品m鍵!1sitivepredi油etic羽凶b

』叫

3) MeHam SA，創刊I: Del自習でd"品川引Icbload pres 

制 rerecovery after graded似 erciSl!.J Am c訓I

CardilJf 1999 : 34 : 754-7市9
4) Christovh<:r R. ct訓 Hcartrntc reo::ov肘'l'
，m，栂d姐 tely3ft...r ..xerci盟関 apredictOT of 

mortality. N EI/gf J Med 1999: 341 : 1351・1351

5) Diastolic blooU p閃溺岨陀 chang回 duringcxcr. 

C腿 poSiti‘cly1.'0町"1.'11111.'刷出 様 r¥lmchnleste耐

，m/悶ulin岡山岡山山醐 101

611・615
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右側胸部誘導は運動負荷試験の

虚血検出率を向上させるか

小林信彦・ 右岡@史・ 和問 浩・ 梅田奈保子・ 4白畑あおい・

岡林宏明・ 平第六志・ 高木枠介・ 前嶋康治・船"， 大・

鮫島ー維・ 菅原襖岸 線本原正 安隆則・ よ羽洋人-

a谷哲夫・ 久保典史・ 大村鑑博・ 藤井勝久・ 野藤京消・

返動.諸説厳におげる右側副都誘導の有周伎に関し

てはこれまでにもい〈つかの綴告が見られるが， 般

臨僚においては朱だ智放してはい伝ぃ))11.I鱒9'がM'
chaeHde!!らは右側胸自，.. 導併問の溜動負荷心健闘倹

査がタリウム負荷心筋シンヂグラフィーに匹..する心

筋.. 胤診断能力奪有すると報告した" その一方で右

側胸部誘喝の憲議を疑問慢する報告も凪られる" 当

騰では平成 11年6月よりトレッドミル検査において

R~t E .. R陣

. .  良 1 村小
V4凪 十寸v

V5. ヤート
V'凪 1しゃ

自 Je'--0-
tl 

E ムム↓判
伺 t

。 雌触手付属胡 酬 旬 月 一

，.~醐 d陣いな同畑町 ， 削

右側胸部議理事菅原単位誘噂に併用して.. 行してUり

今回，その有周慌について倹討した

S対象

平成 11年6月~平成 12年 5月にトレッドミル検査

を緒行し，その後 1カ月以内に冠動脈造惨を纏行し僻

た盆例 その巾で以下の者を隊外したE十'".例を対象

とした。①隙18性心筋便"記飢②脚プロヲタ~よぴ

E=刊目

γ」ヤ

やや
寸)十
十}十、 LA060・

ム↓
LA060・CRA2:5. 
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離陸 1 負荷心電図判定

有意冠棋申

To[拘l 崎直，%】 特異直，%)
有 無

"揖噂単組

負荷心憎凶 脳性 ~ " 加

険伎 " 花
<2 " " :む姐胸部草署単位

自荷心唱団陶杵 " 4 

" " 陰性 " ~ M .. 
"話調&布削胸部訴事

負荷心恒国岡科.

" " " '" " 宿舎倹 " " " 
Total " ~ '" 

寝 2121売場偽輸後'"例の電網R

"揖尊白槍性"出例

布側胸珊揖噂陰性

組側 N，
右醐誘導陥耳

1 2 I 1 2 1 3 1 ~ ~ 1 6 7 18 19 110 

" 90% 

右置勤" " 13 l∞% 

" 
嗣'ド行枝 " 00% 

" 
同銀債 '" 9附%

: 13 関%

早期開館鑑観瀞による伝導拠f布告有するもの， ③ 鑑動

酔 吋パス術後ta.&1l， @予測般大心相散の 85%に迫

せず負荷有不 i分松浪虫虚血徴伎な〈遜動仇荷"験を終

了したもの

s 方記長
Marquett tt CASE 16をJIIH，Mason-Likar ~濃

の<2務噂に V3R-V6R~併附 した計"誘織にて
値観限界遍勅負荷訴磁を施行.，陸血判}i!l'噂陪<2誘

樽，前倒術館誘w，もに holiωntalST変化。および

続時的に捕鯨からの偏位が大容くなる変化.示した場

合記"J点にで Q.1mV以上のST変化.脳性.".と

した ー方 Junct抑制1ST変化においてIJ:J-80 msの
時点で0.1mV以 tの変化.認めた局企勝候と割ザ必し

75% 

15% 

90% 75% 15% 

75% 15% 75% 75% 15% 

99% 

た。

冠動脈溜彫で"光分盆のユ トログりセリシ窓注後

に.前下行後。白血包枯ら布鉱動脈の本併にAHA75リ揺

以上の侠彬.認めた尉合有怠狭窄と判断した

S値泉

今闘の対象'"例にお"る雌血性ST変化U金例にお

いて.，y粛を総 〈栂懲"鵠穆で1;1.ST低下，右側胸.. 

説場では ST上昇を屈した 凶 tに左右の胸濁誘導で

虚岨1位、T変化が見られた l例を鍵示ヲる 冠動脈泡

彫で1.t:(-iiifJl防訴"よぴ前下行伎に繍度3提唱を認めた

遡動負荷斜噛によるa血判定信拠を表 1に示す。有

窓窓侠市検出の繍度は"錦場以独では161l74 %。何

3ilto: n %であった 一方，右側胸協調噂雌独では感度
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!1 30 %にとどまョたものの，特明度は 93%と良好で

あった。険f;，!i-を併附した場合。'"脅迫車線似の喝合と関

槌度の符築廃(71%)を維持したまま，感'.は7s%と

若干の改4警告彰めた

き勿に、省窓辺狭窄を有しながら.12鶴砲事で隠有怠

伝心電図変化がみられず，右側池胸間誘導でのみ虚血の

倹出が可能であてョた症例の冠動脈所見を検討した{淡

町栂懲 12i湾噂偽険性 12W例征中で省側附l謂晴導に

有窓~変ヒを飽めたもの肱 2 例のみでるった これら

2症例陪いずれも右冠動脈に00%以ょの高度銀河似合

有」前下行伎にはず1窓E受取はみ句れ~かヲ ft，}方，

右胸館誘導も険性でるった"例でほ右足蹴脈に''''

%以上の高度狭窄はみられず，前下行枚に袋埼"を有す

る.，例が多かった。

s考娘館酒

運動負荷ω"図にお付る右側胸古都誘噂の併mは虚血

判定の感度を向よさせ。特に前下行伎以外に高度後噌

を布ずる姐;例において有m信場合がある.ただし...

血検出感度の改脅怯粧微であり.，婦湖毎精やす悠隅§

も考慮すると，その遁協は限定される

8文猷

1) Hraa時SH，Klngma JH， Brugada P. et姐I: Value 

of lead V 4 R in ~xerc 腿 le8til喝 10 prCl蝉"

pTOximal stenosis of lhe right coronnry a同'"

J Am白11白 1'(li(J/1 ~沼5:;;: 1308-1311 

2) Chouhnn L， Krone R]， KelleT A， I!t al: Utility 

of lend V 4 R in exe同i拠出刷'ltfor t1et削 t加。r

"附larynrtcry discnsc. Am / 白 rdiol19醐

tl4 : 9羽 →9凹

3) Midmelid関 AI>，P~omadaki ZD， Dila刊 risI'E 

"箇1: Im¥l間vt'ddetcction of corQnary nrtery 

d問自記 byexercisc cl('(tr.似ardlollraphywith 

""  "時 ofril!:ht p1"<<O吋 ialJead"， N ιη，ltl J 

"'" 民間9: 34・340-345 
4) Hokhari S， Blood DK a吋Bel'!!mnnnSR : U硲

01 right pre.;:ord凶 lendsduring exerc悶"叫8噌

N Engl J Mcd 20(陥 343: 968-9掲9
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狭心症患者に対するセロ トニン措抗薬

サルポグレラートの有用性

衣JII徹・ 遥雌劇侮・ 加草書継"・婦..，._.荻野ぉ"・

"川修・ 久留ー郎. ....千f*・厳岡正俊・

李健大・・・ '1・.. 均'花田裕之"宮本11-'"

"ロトニユン5HT..受容体の選択的紛償費鹿であるサ

ルポグνラート..血d曜俵.. 仰創作用.宥し像世

間，.住期腺目度化穫に~"る標縄1 ゆ磁の改梼を目的と

して使"隠さ仇ている的鈎窓商事Mよぴ側聞血行M"
...セロトニンを合。さまざまの"管.... 周子によ9
調筒きれている ""トニ:"'-I:l.・岡剛胤行を介した心

筋胤擁を減少させるζとが犬毛デルにおいて."，され

ている制

"々"以前，労作+金銭心疲息拘においてサルポグν
ヲ 砂"単陶役与が，側副d弘行"'...介する遜血施予

備鋸..監替し 労作性密実心.. の温験耐容艇を向上さぜ

るこ...厳命した..しかし.本網の‘・...与が倹心症

患者に有怖か杏かにヲいてU明らかで怯盆い本研究

でU.サルポグνラートの2葱印間俊与が.，胤断固民行循

環を有する後心a患者の趨動耐務機1::QOL t-改脅す
るか百か.検討した

I ，暗.
nJlu: ， 恕動脈遣修土主.."動脈伎に，，~以ょの

密質的観司，.有し。連創負荷以・にて司'"の ST低下

を認める安定g雪作性a安心盆a障者..例(舞伎..，時，女

性6例，平崎与1161ま""である すべて篠毒良心症遣

の段与信""ておらず.抗血イ岨副際宋投与例でh-，た
隙旧性心筋梗...不安定狭心盆鐙例l:l:t:ttllより除外し

た狭心信'"'"を冠動脈遺修の隣見より側副血行卸

'rI血僚が側副血fiMSIによヲて進行性に趣..されて

'.au""J酔肺 E内"
何回阻軒前胴船

..犬繁民副館街魁婦人:1'.11
“福.自慢"公司，.，内"

'.政眠“λ。.，内特
"i/.IJI*'f:IS'I!..a;明
暗 凹醐醐 留 内"

いる慢性完全問"を有する箆例 n=~ 例)と願行怜敏

明白榊(幽血部が練窄血腎区よって鳳行憶に種施されて

いる症例 n"'12例}に分仮した

I 1;謹

2週間の銀役積""週間のサルポグνラート 1日
3ω'''11投与後に，狭心管宛作四1iC..::.トログリセリ ン

管下回1:.5peclf¥c ActiYit)' Sclllω凶 UI"¥'''t-静価した

虫た綱相 B~.法巳て， ト νヲドミル湿動負荷採取合

作ヮた修正 12首相曝心電幽上.弓T測定を， .0ょ''''

町渇筑区て待った 量抱負荷...腕鏑，下肢隻労.ST 
..ド.~ン ドポイン ト とし. ..遷働時同開.O.lmV~ìT

低下時間~よびその時点でのニ，... .家ぬた

s・..
毅 1に示す如〈。側刷血行静と順行性後衛醇との聞

は，男女比作曲飾.!#..w質保必動脈伎の分布多伎病

変Hiずる頗度および""遣隊上の左宮周区出率に偽習ま

の1'-1:1:.(1られ盆か9た!

器 iT寸

設 |Jlj
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棋心症発作回融

'"週間}
伺

且主主
「 r A-" 

，。

s 

o 

CnnIrol S叩 山

側制血行樽

~叫向山凶

順行性検帯周

Specific activity scale 

""陥}
何
回

H

W

9

8

?

8

5

4

3

2

4

l

o

β 塁王

|冨|

一
α>nkol Sarpogrelol・

側副血行o
C冊， ~岬帥

順行佐観..

国 I .副血特曽と剛特性狭窄欝にお付..按，'"発作図教と S"cl恥 Acl・vllrScale舵。"に混1ます
印刷"由"柑県押恥榊偏差)

O.1mVST低下降間

{紗}
四

β 旦L
開

一

間

咽

醐

間

t∞ 

。
叩色町四帥

側.血行勝
Cootrol S叩蜘1・
噸符盤練移.

O.lmVST低下時の二重構

(X 10'吋蜘}

的
且 at

初

初

'" 一
。

C<>n~oI s.開山"

側副血行脚
C<>n~oI S叩 剛

順行位検..

図 2.咽臥血行邸と願行性夜帯"における.O.lmV 飢、低下時間とその時点に.けるこ.積に及lます
脚剛山崎県 判 定酬偏差)

側副'"行循環を有する狭心信燐では. 2週間の狭心

櫨持作岡敬は3土3回から 1土1回へと有意に減少し

S'"踊c Activity Scale scorcは，平均5.2企L6

METSから 6.2土1.3 METSへと有窓に堵加した(図

11 トνッドミル濯動負何試験の徳選動時間ふ伺剛

山行静に結いて全ての症例で巡働時聞が娼長し."勾

346+145砂から必7ま16冶秒へと有怠に羽目制した 閣

2に， O.lmVSl低下時間およびその時点でのニ霊視

を示す O.lmVST低下叫倒防.側副血仔"にて，平

均 235::1:84砂から羽5::1:127抄へと有窓に延長した

O.lmV5T低下時点の二塁摘は1側日 血行併に.いて

15 %櫓用した



一方...行性侠明君事では，侠心続発作回数.Spec陥C

ĉtivily Scale scorc 飽運動的問 。1mV ~T 低下

時間およびニ政側に有惣信変化が認められなかった

s考銀

本研究ω綿製は.以前の決々の検討"の縮製を支持

し，さらに，セロトニン拍銚灘サルポグレラートの抗

狭心症灘としての有用触を芳岐するものと考えられ

た 本側が，側協血行繍視を有する後心症必者におい

てのあ心筋..胤の結'"槻を改醤したことは。セロトユ

ンのm副血行精療に及ぼす影容に悩抗するとと によ

り，選動窃発心筋虚血を隆滅した可能性が考えられる

最近，セロトニン械沈議k色村崎町加の司自働脈役与が，

後 ufi.:.r.l.¥者において， PTCA中の側副，.行循環を榊加

させることが報告された・1 これらの結果民活性化さ

れた曲川崎から放出されるセnトユンが，側剛山行制

療の血"収縮安来たし.V筋への'"波誠少をもため亨

可能性会示唆している

今問の倹討では，サルポグレラ トの役与前後の運

動負荷試験にで。同程慌の ST低下が認められる時点

での二歳債を比較した こ規制は心筋閣議消費肢の

"'W的な抱楓と考えられている"このニiII:#!が。倒閣

山行を~'iヲる狭心 ti!Uでのみ"'，.したことより。サル
ポグレラー トは，機心fti::.Q.¥者の側網血行鮪車震のt曾加を

介して.話量動時の心筋虚血を改普したものと考えられ

た

s結酋

4ヒロトニン鮒筑'"サルポグνラー トは，側副血行鏑

却を引ヲる侠ωjIE.'Si/'1の趨働耐毛筆悔と QOIを改脅

し，飢狭心、ad磁として有用であると考えられた

心風 VOI.33 SUP凡 .2 (2001) 7J 

s 文明院
!) Tak~白 Y. Takω11 A and Urano T : MCHI042. 

thc ncw鉛出 1VCa川"'"飢orscrolωcrgic (5 
HT 2 A) recept()r~. Cardiovasc Drl僻

Nev 1997 : 15: 1 0l . 1 ~ 1 

2) Kikumoto [(， lIara 11. Ninorniya K. et al 

Synthc醐 andplatclct a昭 rcgall刷、"由 bitory

m別d.. 怯itllrnrnboticprn関rtle~of [2-[(0Il1e質問-

:lminoa l~凶y) plwnyl ]ethyl l b伺~nes. J Mcd 

Clwn 19刷 跡 ]818-1俗、

3) Wdght L， Homans DC， lぷ文sonDD. ct al 

Effect 01叩 toninand thrombo~拙 A2 00 

N以xlflow Ihrough mωJcrately w叫 develol泌」

αlronary coJlmeral vessels. J A訓 Co/l Ûl ~. 

d仰!1992: 19: 687+悶3

~) Tanaka T， FujトlaM. Nakac 1. ct al : ImllTovc， 

IllCl1t 01 cxcn::ise c網開。lYby sarpog陀 lale鋪 a

result "f augnwn凶 col!ateralcirculat剛 M

側出ntswilh effort angin箇 JAm白 11白 μ

dio! 1~8: 32: 19R2-19糊

5) Miyal!i K， Asa制対 H，lshiz北 a5， Cl川 lmpor 

tance of 101:01岡山間縄 forexerc田

川 oleranccin chrunic h切れ{制lurc.Jp" lI(!(Jrl 
J 1伺4 加 15+26

6) Kyriakide5 ZS. SbarO¥凶 iE. Nikolaou N.etal 

Intracor剛 rykctanωrm叩叫附叩"

ωlI ~tcral b例xlHow a吋 dccrea配 81>>y.低 ardial

i~hemia durinR bal1nnn ant1:iopl a~I\'. cdμ 

dω !IO~C L均噌 11IcT1999 : 3: H5-~t2 

7)W嗣" 問 00恥叫ansJL amJ Crean l'̂ : Serial 
'"問 ~l~拭 i ng in pMients wi山 cffortanf(ina 
Variable toleran目白xedthr白 hold.jAm Col/ 
白rdioI1985:6: 1011-1015 
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陳旧性心筋梗塞朝lにお柑る

責任冠動脈再狭唱の診断はなぜ難しいのか

長山殺俊・{字良久・阿久.. ... 山中英之'繍筒援・

商都府介・武山tOIl-郎・ 山凹智広・ 片桐敬・ 衝爆明・・

， .景
川口裕α円らが忍吻負荷心筋血..シンずが便器量痛にお

ける虚血の診断に栴mであることを桜台して以衆。い

〈つかの間閣をはらみながらも.慢性期の便事責任血

管の血行潤砲の遥答決定に隙し，負荷TIシンチの}折

見ほ欠かせないむのに令勺ている しかしながら

Melinら別は"'.，..心筋の引の叫分布は残存心筋滋

と姐〈関泌するといった報告を"じめ. .時問後の選

延..が必ずしも模造怖心筋の引ability~反映してい
ないことも以前より州鱒されている PTCA後の各種

負荷TI"ンチでの柿侠喰予泌の感度や特典"は

MiIlerら"が詳細にまとめているが。陳"位心筋便進

例での報告"少なし近騰が刊主使...週後の.."責

任血管の腎狭準語会断に対する負荷 TIシンヂの紛昔ずで

~!ít 50 %，特異慶節%と残存狭窄訟断を目的とした

食事1法として有用性に限界がめると報告している

方，前豊中隔梗塞例に.げる巡助負荷時の ST変化路

Sait。引の締倫に代決されるように祖国築部sτよ採

が虚血によるものか否かの..，院は倍強.得ていない

s 目的

左前下行後 4日枝病変の"症候官蹄附性心筋梗痛例に

お砂る退勤食初心句図""ぴ適動負7';1心筋血流シンず

を検制し目その診断率および診断を劉婚にする虫!t6lに

ついて検討した.

8 対..およびヲヲ濠

対象肱退院後 6.月の鐘憎刷剛健中附'"旬i)HOo崎明

M例。女6例，守働61企10総}で，以下の条件.術た

一.相内向

" 開 放射線医者F鉱業

内 1位蹴醐俸制"醐抽 1-5-g}

すものとした 1)歳前下行艇ー枝晴哲也 2) s件，IUl/l}

a盛況策訟に成功.31退皮膚冠鋤脈遺彫で使巡噴任血管

。場制作を税制 .)退包老後'"月に溜動脈"彬.縮行

対集に肱完全相;"プロヲタが4例含まれており，心電

図の解析では除外した 徳能限界枚姐動負荷猷聡は。

Mar¥j¥lClte社製ι:ltse15 "メテム Sie明酬ω祉製自

転車エルゴメ ーター F.rgo問d'Wを用いて.毎分

lO-20Wずつ瀬S併する rapmprotocolを崎行心電

閣の陽性"..はj点から 60m縦割Cでの計測で。..'"性

ST下降 1mm以上をST下降繊也;.ST上昇糊性は i

mm以上の additillnnlST elevationとし， ST上"例

の巾でも陰性 T披の陽僚を伴い，かつ下に凸の ST上

昇を盛山性 ST上昇と定畿した 週動負荷心筋111I流シ

ンヂは SHIMAZU社製SNC-SIOO.L，刈e紙製自"事

エルゴメ タ R，I首併を周い.50Wで開始し 3分毎

に25Wずつ噌加する多段目階飼術誠肢で濯動終了の 1

分前にE川~I 111MlkJを.. 住銀了直後および4時間

後に緩像した 陥住通車場陥専門医z名以上による鋭覚

的評価により，左柿下行絞首員緩の荷分布ありを虚血陽

性とした各々の負荷Ij.lJt盤機は原h日a候淑卵性で行

同会例負荷中止却のご"舗が2s制)0T.U:であること

を信認した

s結果

?等級唱は刊例中 12例(30%)に認め，狭司債度砿 75

%1例.90%10例 99% 1例でhヲた 再喜実物の有

無での年前，列女比に登はな<.IlCfIk CPKにも 4ω。

似度で附鮮に艶1;1:t.旨かったが，働性期のき担当医盗掘惨では

LVEDVIが列侠噌ありで大であった(124;1:44 vs 94 

土 28.p=O.OI1)負荷心電固に必Wる使途責任血管J琴
線句慢の診断筆は.ST下降で1.l@!l54.5%.特典度

60.0 %で偽陽倹が多いため陽性反応..中使が 37.5% 
と自民値だった ST上昇局位全例での検討では感度



. ，進動負荷''('-ll1im:閣シ〆チによる

捜a賓佳.. ，，~犠窄.. 瞬繍鹿

同骨 {例}

鈴性 {仰

感度

符奥m
陥性反応• .i!'I>tII 
険性反同~iI!I巾皮

めり

6 

6 

同級穆

.し

50.0% 

:.0.0% 

30.0% 

70.0% 

.. .. 

18.2 %.特異度“ 0%.陶怯仮処測量中皮がl1:U %と

低似で。虚血に停わ必い'T上昇が偽陽性...φして

いる&考えられた.しかし虚血栓ST.1:昇防性例だけ

での検討で..偽調崎性がやや減るものの感度 18.~ %， 

持A!f76.0 %.耐性反此4中度が25.0%と同様の結

縄主であった.以上より魚初心電図で標準策佳"管の1'1

6史唱を予測する場合 ST下降のみ告制性8花賞僚とする調節

合カ掘削It，t>U・'"ともに鍛ゐ荷かヲた次に 5Tド降例

での"陶性と偽隣憐の附にむ電図変化に差外'"いかを

検討した 5T偏位.来した拐"" 岡野 c{)tI，!II，

aVF， VιMがST変化の中心であり殺は認めず.ST 

下院'"ゃST.U手を伴うか沓かにも援を認めなかっ

た 内線覗と運動負初心筋血沈シンナについて示した

(寝j) 荷分布のイf鏑による判定で俗信".符鍵計と

も伺%で耐性反応適中.".却%と低しその原因は

シンチにnいても0・脇伎が多いことが原闘と'"われ

た また，特縄目宣告 50%に下げている露制として陥.

'"集吻ほあっても再分布のみられない島陰性例が多い

ことも勿えられた'1'1Jt陽性例と偽除恒例の脇氏像の

比敏では偽陰性例ではμII.kCPKが大佐る傾向

ω，061土1.597vs5.112土1.1沼ト..p・O.IJl)，宮市'"幽

分詞では小なる傾向(56土7V843土問， p=O.172Jであ

った llull's eye mapでの LADlI"/JIt'慣厳におりる1'1

遅延像での%uptake(%)の平崎偵をTl.:ft陥性都と

偽険性鮮で比較した 偽檎枠mでやや低い傾向がみら

れるものの有意烈は認めなかった{鴫 7土7.5vs 

50.'主15.0，p=O.245) 

s 総績

左前下行俊一般病変の隙同性心筋恒星島倒におりる雛

~蹴 VoI.33 SUPPL.2α001) 75 

.."任悩仇械の}・4狭噌の予到について 選動食荷心電

闘"よぴ運動向誕心筋血流シンチを倹討した

1. ST下降局佳の錨度 54.5%. ?:J~地&60.0%
2.5'1'.1:.持勘慌の感&lU% 拘拠史“。%

3. jlj侠判闘の有無で ST下降を来すま秀却に授は認め

"かった

•. A荷TIシンチ陥全¢感腹旬。%特異陵50.0%

5. lt~典明群ゅうら TI 陰性例は陽性例にJtしじPK

ピーク値 V[iJl大なる傾向であり.迫撃絶像での友i柿下

行被領域の平均'%optakeが小なる側旬4是認めた

S結a・
腺IH位m，陸心筋梗n当医例では。川敏明白例の負荷心情区図

に特鍋的役所見Uが乏し，.植ヨ略.，aが大きい例では負

荷む筋シンチグラムでの.. 陰性例が多いことに加え。

両践とも偽側面性が多いことが診断を幽憲にしていた

s 文面武

il間同11WW，Gib陶 11RS， NYlIlIard TW. et al 

Acute myocardial抽出川剛hsinglc v開 l

cor，刷1)'/lrl"，r)' d乳、開釧 aoal)'開 "fc1inklll 

~，'ω肉、e olnd the proj:ln哨 icimDOnlll1Ce of ve諸
制 patencya岨 r凶 dualisc:hel11io: nlYocardium. 

J Am白 ，1/vmliQI 1988 日 間 223-2刷

2) Melin lA. Wijns W， [(eyeux A. et al : A岨錨

2剛 IO(山凋lI;ul¥1-201r凶 i温tribu山""向。Sgl¥l' 

cose uptake as vrcdiclOrs of vIllbi1it)' after 

ω拘 aryocclusi仰自ndreperfus肌 ι:ircula
lum I拠8:17付)舷7-934

3) Miller 00 3nd VeTlmi MS: Curr創刊 stlltus of 

myocard・al perf凶 on imaging after per 

削叩凶げ削 uminalcoron町 angl刑制，.}

Amα，1/白rdioll994: U (J) : zω-266 
..近厳来持続本裕樹.元.. 将之，ほか急性心筋

便事慢性捌での再狭智診断に.，タる負荷TI-201

心筋 SPF.CTの限界{会議録).Jtnαrc J 199a 
62 (Supp] 11) : 68B 

5) Sailu 111. A抑九州aH. T側、;ta l¥1. eI al 

v，汀'"湾、t i~tion of myocllrdialぽ"''"出制叫 left

l'entricuJar aneuηsm in thピぷ骨嶋崎。f，問rCise

廿油udedST-T ch~nges 川 prcy 飢防附y偲ardiaJ

in!a代 t附 n.Jpn Circ J 19137 : (;1 (5) : 503-510 
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I-Ieparin負荷 EnhancedExtel1lal 

Counterpulsation (EECP)の有用性

僧聞大船・ 野原隆司・ 際欝光・ 片岡明・

紛川l了￥・ 櫛M正俊・ 篠山霊威・

s背畏

Enhanced Ex!ernal Counterpulsation (以下

EECP)は典型約な磁血性心疾鑑の治療法に然治盤を

示す'"者のための新しい治療法の っとして注目され

ている Aroraらの行った多純設共同問先の結果は，

EECP治線により巡現時聞の足長，心憎凶の剖 νペ

ルが lmm下がるまでの時間の延長L 狭心兜併とニ

トロ舌下前の使悶個数の減少を報告した"しかし，ニ

の EECPの効果畿序は，側副血行路によると考えられ

ているが，詳細は不明であった!

成々は EECPの治療機序の lつが伺l副血行路の知

越によることを"N-ammonia PETを用いて証明し

た""また，抗凝周剤としと知られている hermrinは，

この側副血行織の宛速を地強ずることが知られてい

る""そこで今回戎々はl この EECPに kる側四融行

路の施遣を更に哨強するたのに heparinを用いた he

pann負荷 EECPと通常 EECPとを比較倹討した

s方議

虚血性心侠息を証明された))J者を通常F.ECP11名

(u lI'(;)と heparinRECP 5名(H砕}に分Itた U昨は

EEα'を1回 1町げlll.1 Iヨl凹または2闘を合計35時

開催行した 11鮮は彼自 EECP!J包行附に hcparin抑制

Uを静脈に 00'"円した後。 EECP~ 1回 1附則， 1日

1閉または 2自を合計24時附施行した各都ともに

治療前後で.Tre喰dmillt隠 勾 ↓'N-ammoniaPET(安

静時と 訓pyridamol~ 負荷(0 .56 n官/kg))を行い比較

繍討した.また，ニトロ舌下剤を使用する以外，被'構

内容の変更は studν 終了まで髭同なか勺た(表l}

.，封.大学大学院際司，.兜斜.，場筋勉学講座

{〒棚酬叩糊際問'"醐 5J)

s結果

l'readn計il1testにおいτ返動別問(ExT)は丙鮮と b

改脅した(ExT:H : U= 32 1. 0土 122 . ~ -・ 508 . 7主

112.2: 390Aま131.0-439.2土153.3舵，)(図 n.し

かL..， H UのほうがU"'ょう有恕に故笹した

(6ExT: H: U=187.7:Jヒ72.7:~8 . 8+54.6$ec. 1>< 

0.01) 

二重税(DP)はH群のみ梢加した(OP:u:u=

25.3+6.4→ 29.1土2.2:25.9土8.5司 24.1ヰ5.8

10'XrnrnHgXbpm， 6DP: H: U"'3.9土4.2: -

1.9:1:3.6 10'xmml-lgxbpm， pく0凶}

STが 1rnm低下するまでの時間 (STIIは，回目容と

も有訟に延長した (H: 235.0土70.1吋 421.5:1:125.2

傍" pく0.05，U : 188.4土100.2一時 398.4土15抑 o sec， 
p<O.01) 

"N一色 mmollIaI'RTにおいても同僚に耐仰ともな史

静時の心筋"，，，mは改善した しかし，商群聞に有意

表 I Th~ pnti" nt'~ 山間teristics

U副'"' Heparin 

1'1""，1凹r 11 8 
MnlclFcmalc 且:3 4 : ! 

A" G1.6士宮.， 回J土払6

Angin割IOMI <;， 11. 
'0盟副巴1;nvnlvcment 
，Vυ 1 z 
2VD ? 2 

3Y" 3 1 
，>岡田町:lum

Post CABG 4 
Post ;ntcrvcntIon 8 z 

U"ual : U出机1EECP tl惜阻py，Hcpa巾 :mxl'
combh阻 1w;lh hep~rin th~rapy 
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出世印刷 D側 blepr・dUd'
O U加剖 EECP:1鳳畑IF.F.cP I~附ロ叩y
• HO欄n白 Imcア E~:C1' c制拘~附d wilh he!Xlr凶 thernpy

Myo.，.制附tllllonand Ct'K at IKhemic and n¥)n IlKhemlc .... 向山 ' 間CI'附岡山

信ECI'

園 1

農 2

8文献

II Mora RR， Ch加 TM，Ja;Il D. et al : Multicl~ltcr 

study of enhanced extemal c<刈刷 erpu融制;0刷

(MUST-EECI') : Effecl 01 enhanced 

ωunlcrp岡山.，川 似 e巾号c-induc吋 myocar

dial町向miaand angin.11 e仰加保弘 / A例 ColI

白 rdioI1999:33: HI33 - 18~O 

U劃悶IEECp:¥l剖alF.F.CP tl町市I'Y. 11仰納町 ë~;(じ0・ EJ::Ci'∞mbincd "';111 hq>arin lhe叩 py，1st同m"

Ih~ or制 with澗 !'.iroc釦刊 紙ω剛 "'"ω.Non Iぽ hemlc:the area with01民馴ij(tl'(ocan!111恨胤;，瑚 飢 1

"断r:myoぽ:ardialperf岨∞""哲氏 (m/lm;"I，)， D1P: m)べOCIl"li~1 附汗 fuo;i 'Ml with dip¥'ri<la，nole provo 

caliω (ml/minJg)， CFR: wroMry IWw r臥 W 包 (rlltiω.胤 fon":befo陀，..，恥upy，Afler: after the 

ther~py，旬<O，(l，$∞m l'"同誕】制th beforo IhI!.ap)'. 'p=O.0596 com開 redwilh bef。開山Icralll'

Usual J::以;1' Heparin EECl' 

REST DIP CFR RF.ST 。H・ じ問

1.'申nic '''''耐 0.61士。 " 1.16土O抱 1 釦土o . ~ 0.117土日" 1.13士O.II 1唱珂:l;()，25
Mt，，，. o.n士0.31 U6土1.08' 1.115土骨." ..榔士0.12 1.21:.1:0.10 ..民主札 間

N(ln Ischemic 
出師 1.12士0.10 ，.同士0.37 ， .自主札 " 止.. 主O.11 I.lO土申帥 l四:f:O.18

Afler 1.13:1:0.57 2.7官主 ..路 2. .君主0 . ~4 1伺 士曲師 .."士O.19 1.27土日"

峻されたな""偉かった{表"

約機期聞は 11"")I;Jうが U併に比べ有窓に細かっ

た(H:U，.16.3:t1.5: 2日'.7土5.3days， ，，<0.01)。

C別 ernal

， .. 際

1 [eoar・n負荷 EF，crfi(訟は， 通常 EECPに比ぺ有

意に迎動耐等専能を改脅し.拾.. 期周の鑑...可能とし

たしたが。て， h.開rin .f.'l~ E~I' 僚出ま通常 R配P

..法より，CO!t-cffcctivc附溺に優れている可能性が示
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2) Ma蜘 daD. Noham R， Hirai T. et 31 : Thc閃 W

therapeutic approach with叩 haocedexterllal 

cω..re叩銅lio白川岡山ntswith chronic山 ，Ie

aogina : Evalu3出 nof m卯花ardialflow and 

lIow re~ど~C b}' N-13 ammonIa PET. 12 nd 

川'̂Scicntれ，."醐O附 inAtlautll 19明
3) Masudll D. Noharn R， ~I ir例 市 Clll l : Enhlillct:d 

削 e.nalcount叩 IMlioni叩吋吋 醐rdial

perfu副凶嗣叫 ωronaryttow rcser ... e in patient， 
州ilhcllrc州 eslablc angina : Evaluatiun "N一

ammo.ua lX1制¥runcmi5Sioo tomography. sur 

ぬ'o.rlJ (Jn PrC!副 2001

4) Fujila 1¥1. Ohno A. Miwa K， et at: A 間 W

前cthO<lfor a:事訴訟翻ncntof collateral tkveloD 

mcnt aftcr ncutc n 前川刷川fnrCli印私 J11m 

C<lil CartHol 1993: 21 : 68-72 

51山 rW and 110 WD:M。回 larmecha 

1118冊 。fcoronary colhlteral v出 1growth. Circ 

R;:s 1996: 19: 911-919 
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冠動脈疾患にお付るジピリダモール負荷

201-Tl心筋シンチょの一過性左室内腔拡大所見と

負荷時 QTcdispersionとの関連

長岡克則・ 録本側・ 指包子・ 笹本消光・ 衛池俊夫・

~OUJ.a陥・ 上野尚氏:・ 池田久雄・ 今泉勉・

負荷む筋シy ヂグジフィ におりる過性在室内股

i1K*所見(Transωtcavi匂 di1;l!ion: TCDl 1;1:，鼠動

脈集車(CADl忠告と〈に多俊樹変例においてしばし

，，....められる所見でStl 山内廊下..血の反映する所

見と考えられている1)-1>ープ'i.d厚相"誘"む.. 附に

J; 1;るs大 QT附酬と，.小QT間関との差として定

議される QTdis仰向 on(QTωは む罰百筋i1iH優過程

の不均一怜，.，速する姉栂とされ."'催不盤尿処哉の

予測因子主しての前月!俳;~I注目きれているが。 CADぬ

者においてU虚血誘発により QTdが場大ずることが

絡6され，川U筋虚血の衝しい柄欄とタる可能性が示唆

t<nても、る・h・0

今~ß!々は CAD胤.に JHj J!.ジピリグ，ール仇制

令タリウムむ筋シンデグラフィ kの TCO所見"よ

ぴ負荷鋪後のQTCtlの変化と。栂副'味線市の重症皮と

の閤迎合倹討した。

s対象

ゾピリグモール負帯電タリヲムι喰質シ，.グヲフィ

.随行された後，選S阪脈iSE倹廷において冠動腺有話

線機例衰を有すると診断された CAD4~ 例t則性"

例。次位協例}舎対象とした また.沼山行潤鎗術の

l医tt"心開絢動例，同b負師役にγミノフイリンを飾

脈的に投句した例統不盤民業必ど OT間隔に膨密会

与えうる業物が股与されている肌練附 In湾迫撃む噌凶

の4つ以上の説専に"いて QT計.，叫.，盤な例。肥大

型心筋出合併艇は対象から除外した

s 方議

ジピリグそール 0.56mg/kll会4分附州紋紗注し，

久附柑榊3内科

目 3刷 I久 留山I叩

傍注鈴73分後記 20トTJ令 111-1柑 M"，を静注し，

15分後ι初期像を.，時間後に後期像を銅像した負

y.q-タリウム心筋シンチグラフィ ーに"りる TCD判

定U，~ 飢餓の SPF.CT像記おける担制像の鋭党首事悩

により む"柑L中部およびむ尖揃いずれの階層像伝

"いても.一週f生産盗内陸の担広大，<明らかに認められ

る場合に γιD(川左判定した

ジピリグモール負荷前愛の QTCtlの測定援は。負御

前と負荷5分後の IH秀噂心電閃(紙送り迎!!I:~5 tll1l11 

，1をパーソナルコンピュータ-f'JJlいて健/iIl:-r ~旬、fの

4 儲に鉱"し。各誘導の QT問嫡を測定し~"出の

式(QTc=QT/JI百むを刈いて QTcd{島路大 OT，間

隔一般小QTc間隔}寄算出し速健 3心納"平均

QTcd会データとして州いた 01附附の測定のポイ

ント 1.1QRS核開阪t点より I滋終末怖とし， Uia:が認

められた婚合に111波下降触の傍線と T-Pb~sclinc 

の交点をT厳鈴来初とした

令対象E包帯において， 冠動脈""修所見に~ヅ'"動

脈"柳の"催自置のスコア化~ Ce，附川記'"を用いて

行 9た G，崎山liscorc 1ま AHA分績の冠動脈鉄市度

に応じて割り Hげたスコアと，病変偲位記凶じて鯛り

付け式ニスコγとの術として銅山した

s結果

全CAD他行"例中Tι0(+)鮮は 25Of.TCO(ー)

郁は 17例であった。表 1にそれぞれの鮮の臨床的背訴

を示す{表 11

Gensini scorc U:.全対象(TC1)(+】U:59.5企

J9.~， TW(ー}帥 49.6玄36.7)去はぴOMI群(TCO

1+1僻 87.6:t15.9， TCO(-)昨 6ゆ6企10.4)では

TCO( +)ff.. TCU( -)騨との聞で本，.，訟をはみ勺れ旨

かったが EA ~(TCD(+)君事 ~fì.3土 7.0， TCO(ー)

瀞 18.3主U)でほ， TCJ)(+)騨で拘置まに貨制 fあっ
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た(録2)

TCI)(+ln.TCD(ー'"に.tlI;toジピリグ毛岨ル負

荷前後の QT，ωの変化1$.TCD(+)nのみジピリグ毛

ール負例区より QTodは有窓に鋼聞大した(TCO(+)

JI1.: . TCD(ー}群)(周 11 

Gen~ 刷お."とジピリグモ ル負荷前後のQTcd

との関係拡.F.A ~容のみ c，附耐配。"と QTcd はずrl:t
な正の附闘を厳した(EAJt.:， OMltf:)(闘 21。

醜 1対車愚者向臨庫的背量

TC口1+1 TCD(-) 

単品有歎 " n 

制"凶 68. ，主1.' 帥.，土日.S

性別{捌/女} 1I/U 13'・
労作性艇心症{丘AI n 6 
陣IH性心筋艇事(OM[) B " "置耐~ a 7 

Z控耐~ ，。 s 
31実痢度 " 5 

表 2 守CD と Gan~ln l 艇町e との関係

TC口(+】 TCD(-) 

'" " 59.5土39.2 ~9 . G土36.1

EA n 46.3主1.'・ 18.3土u
OMI " 且'"土15.9 66.6土10.4

時間注目 . 'p<O鵬町 TCD(ー}

TCD(+)群

200 

150 

ゆE 

c百トーy 1 00 

50 

• 
o 

baseline DP 

.p<O.001 vs. basolino 

I .." 
QTd可河内。肉は.鉱張型心筋信".心筋梗温草川.ょ

ぴ肥大当世む筋r.o.Q}!W'にお砂る歎沈怜心3属候不整脈や

む.. 突然死に関迎ずる術傑Jヒして注目されている 也

らに近年，冠動脈司馬鹿蹴者において。PTĈ 時のパル

ーン鉱調。選働負荷および謙抑負荷により QTdが槽

大することが報併さ，-心筋鼠邸の.. 発がQT問舶の

型閥均なばらつきに膨腎寄与えることが明らかに台れ

ているまた.多後術変を有する CADJ!}宥に対するペ

ーνング負荷により 怒紙帳柄内血清乳首権償の精加を

伴う QTdの噌大がもたらきれることからへ冠動脈疾

胞のa他僚が心筋虚血に関連して QTdの増大に関与

する可能性がある 今聞の検討で。 ι防艇港の住い労

作性撲心症泊者において.Gω 剖向省略。"とQTcdとの

聞にiE"相測があったことか6.心筋梗穫の既往のな

い風物に似足ヲると υp負荷に伴う QTcdの"'，.が。

冠動脈血盆度に関連する可能性が示唆される 一方

TCD a-li!.ずる併において.DP負荷による QTcdの鳩

大が断脊でhoたことから.QTcdの噌大には広汎な

<.州腕下虚血が修'躍する可能性が示喰される .た.

労作位狭4位血者では.TCn所見.有する併の G担制I

覇、ISCQrc均哨怠に高かったことから， TCOは'"ド住

棟む佑息宥の巡臥....鑑JU反映する所比と考えられ

た

s 館膚

1 短観脈疾J1)では，ジピリグモール負悩による広範

虚心肉岨下慮'"杭む勉筋の純分樋過程の不陶ー牲を

TCD(-)群

200 

150 

100 

50 

o 
baseline DP 

国 11'(:D Q)有撫と sP負荷によ晶 07"伺密"との聞悟
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EA群 OMI群
.~寸

'" r:=::0.699 
tω 

p=0.0003 .00 • • . -..〆' • " . ，，，' • " . .〆".;.・，4 " • • . -〆' •• • " ρ-・A4 t ， " • (=0.073 2 • 2 • ・，-e 

p=0.7657 
I F • • 「. ・ -. ~一

ー也0・" ・~ o 的 " " " .00 120 .&0 ・" ・~ 。m .。ω " "司'"
図 2冠動脈aUWtnslniJlCo.e)と1lI'負滑による QTω との働側

もたらすことが示唆された

2. ~守作牲狭心催ではジピリグモール伐荷によるー

過住u筆内明拡大所見むよぴ偽古ill#QTcdの榊大"

... 主必動脈術変のV企を示唆ヲるE良質.'"見と考えら

れた

8 文献

!) Wc四 AT.&rman 05， I.ew AS， et ，，1 : Tra，ト

山田明l叫 dilatiollof the lefl vωnriclc 011 

SlrC!招 Th同日1l¥m初1以川前町grallhy: A mnrker of 

鱈ver~ 抑叫 ωlcnsivc corωlnrl' a代eryd附副総J
.11m UJfI白 nlio/1981 : 9 : 152-布団
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大除の繍討敏悦~;. 1989: 26: 15~9 - 1~尚2

3) l..cuc J. Lapolnle J. Watcr邑1)， Cl al : l'ra附 0"'
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¥9刷随 1163-1110
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縦胞におげる巡動負l.YQTcd悩関山側の検討

川i."1ω7 : 2泊 113-117
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Dipyridamole負荷心筋 per印刷nMRI法の有用性

高槻凡平・ 3本原剛厳・・・ 永闘雅良・・・ .. 山 晃・・・ 穂板#彦・

恩村公生・ 機山司~í$ ' 渋谷手陣炉 原町"子・・・ 野.. 久奨子・・・

氷拠椅T 野崎教T 栗田明・・ 大鈴文"'.

鍛近心雌周 MRI ~出憶が普及しその有"'伎が報告さ

れている泊また，心筋の w同州1ityの診断にも有附であ

るとの報告もある"そこ.，，ぺルもンナン負制心筋バ

フ」温ージ.:--MRIWによる虚血核心機思の診断繍

度につき倹U討を加えた

1 ."，. 
t:fir: Iま虚血性心疾患が挺われるか，またU既に関旧

絵心筋.，..が診断されているか新た盆街g置が腐われ。

a 

入問，、 b病院にてぺルサy チン仇荷札、筋パ ア，-

ジuンMRI訟を纏行し得た逮箆40催例を研究対.. 

とした，このうち.冠動峨海膨検食にて沼働恨の動脈

制化柑'"が.明している 32鑑例(6，土""を対象と

したペルサンザシ負術心筋パフ品 ジ男ン MRI
法の銅像力訟は.GEU製 SigmaCV /; 1.5官を捌い。

佐久間"".....，の方様に縫いペルザンチン負荷M心筋パー

フa ジョンMRH畿を施行することとした. i'~ゎ

払ペルサンチン負荷10同 ml!/kg，1ft注}後，Gd-

b 

園 1 左冠蛾楓周興銀鍋織の街賓と隣拍凶donMRI法による越鯵欠日開臨

a 左諸活動泊眠'"覧強備破防街頭~， AIIA分続健制胤川 IJに鈎%夜帯."。老人
b l切fu，.;刷、 M則 U<I，よる泊膨欠倒備し側Mに買援伎の~.タピ摘。険金認める

'.. 師陣 'tA:~t.I!:II1 1 肉"
" 開 制.位ンタ

内閣 M 附沢市跡目}

-人齢、ート絹院

川慣例..，帥
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• b 

園 2 左主・・S窓鋤脈a同車と p耐 r偏6・n~IR I 埠による‘~.訓.. 
・ 左主"'耐震鋪.震に".の後市府覧会認のる
b ; .. 俊， 側壁のゐ内民側に隊d幽卵 M制 践に，.趨膨.倒lI:"iI~。る

伺 2省.-・泊のIIIIU:pc..r....on MRii;主による迫u割・・
思 羽目運動脈AlIA分..場訓剛氏3に銘%侠申告，.術.. ・bo.

b 下..の心内腿側1.:pnfuli釧"MRt I:tlによる遺1M.:例・."める

。'TPAfO，1mr附 kωを紳注し左心盆組制像6断耐

に.tHtd TL 'li縛グイナミフタ MRI耐像金 Fastcard

民同 Irllin践にて錫倫した. 15分倹アミノアィリン

田沼町喰1.綬与し，安..碕の MRI心感パー7;:o.-!J

"画像とした

s ・a恩
返動脈迎"にてn銀側が溜動脈有"'.良市(>10%)

を省した 印p刊咽amole負筒む麟"'，'凶 onMR[絵

による遺膨欠銅像の雌血栓"，.也診断St¥U;t91 %で

めり特典I!ll.i80 %であ勺た 本刀法の平均路行時間"

70分以内であり合併鑑.認め信念、"と造膨欠似像&

して"心内思下の..民健が伺限的でh..t~. 例 l に怠

閥復主主，，%造膨越経の沼S動脈盗修所見およぴMIU

t去による迎膨.銅像所見..凶2にき主冠動脈主将病変

とM則 泡膨欠銅像および樹3にお鐙動脈趨修所見と

Mf!1 J2111J火銅像4をそれぞ，.元した.
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s総括

ペルサンチ y負荷心筋パーフュ _.ンMRI法U

冠動脈侠患の診断に良好な感度"よぴ符典度を認め

た 従来の鰍医学的手法に比べ鰍射線検帽の危険性を

誕めず。$たぬ行時附が短<，心内腕心筋"'，"の診断

噂の~tm診断能力"憧れ今後峰球的に有mな診断訟と

元植された

s 文献

1) Bnx JJ. R∞s A and Wall EE:A指 ε総間同。f

myocardiaJ viabi1ity by MRL } Mugll R.使切M

M叫 U1g1999; 10: 418-~'l2 

2) Kim RJ. 1'i .. "o DS， Pllr市hTs. ~t al : Rclalioll 

。fMRI dclayed contra釘tenha，ばem巴nt10 Ir 

陀 ersibleinjury， ;，1向rctage. a吋 c。川ractile

'"にtionαfClllo/ilm 19鈎 100: 1992-Z(l眠

3) Sakuma H. !llake LM and Amid伽n.1: co。

陥 ryblood flow r削 VC: nQninv鍋 l問問組問

mCnl in hum~陥 \\'ith brca山加 d¥'elocity飢

ロ由dcil¥e MR im叩'"品 d，'nU!f?Y出縄 ". 

746-7SQ 

4) Sakuma 11. Kawada N， Takcda K舗ndHillll川崎

CB: MR剛醐rementof coronary blood伽

/ AI<1f(1I R.侭酬 IIIUψ暗 l卯9:10 : 728-733 

5) S伺 skyPR， Jivan A， Uud凶 nNM. et al : Coro 

Ilary artery d噌 ase: Cornbin吋隊問儲 MR

Imlllllng protoω"。慨はep cvalustioJ¥ of 

『抑 制 ，d凶 1roerf附 加 抽dfunction. Radit岨

20ω215 侃8-614

6) Wilkc NM.lerosch-HeげoldM， ZCI附 richA and 

Stillman AE: Ma郡山町叩畑一同

m"山 rdialperfusim、。magmgα加calva1ida 

tion 制1(1 future applica昨m.J M，伊 R，応 酬

I叫 in;:1醐 10: 6苅師
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虚血性心疾患患者予後推定における

ドプタミン負荷心エコーの有用性

心事故責任翁変と ドプタ ミン負荷心ヱコー判定との関遠性について

図図信成・ 沼図椅也・水線恒隆・胤治附夫・

竹内毘明.. ~事国有雌・・・ 安部治彦・・・ 中島康秀・・・

ド プタミン負伺むエコー(~尽.F.)は沼動脈''''

(CAO)の診断や心筋viabilityの詩画において手(}uな

検査んi畿であり，また DSF.の診断が大血管制岬の

術前リスタ評価""や CAD!M宥に必切る心理解散宛生の

録期予後催定齢勾に対して有用である ζとが欧米i''1' 
心に報告されている しかし本婦においては OSF.の

長期予後鍵定に閲する有悶性の綴告は少なし主た発

生した心事館背信網夜と DSE判定との閥巡盤につい

て..討した鰍告はない本碗究の目的陪，1.CAD.¥tI.場
の長期予役割健定位おける DSEの有用性について検制

ヲる ζと， 2発生した心事般の責任冠動燃綿密につい

て調駕金行' ~， DSE判定との関連候について倹討する

ことである。

s 対.・3信逮

1993.l1手7向から 1鈎6年'"の聞に CAOの鳴いで

DSE，恕動脈溜彫検理主を含む心M'監を縄行した逮総

367例.対象とした。しかし DS直後早期日カ月以内}

に沼血行1抽衝を施行した錠例は DSE判定が予後に

修讐.与える可能性があり横沼すから除外したため，対

象は幻3例閣候 201仇女性n例，平:~JfJ': 1腕 ω政}

と会った DSE lj;ドプタミンを 5JlJl/kg/minより役

与開始し3分ごとに 10，20， 30. ~O Jlg/kg/mlll :tで噌

歳。負何不+分の羽陽台はアトロピン.追加役与するプ

ロトコールで緒汗した判定は続た~盛運働局需の』幻

視または既仰のg陸運動の不変および悪化所見tOSE
陶伎とした心事故は心厳死(C回，急性む筋梗"

(AMJl i' lIard Eventとし， Hard Evc耐に不安定侠

門司勿製鋼院繍罰寓内網

一…句同町 3-1)

多組制，.錨院内向

欄剛川'11'!:2内斜

心依(UAP)，心不全(CIU').晩.，脳血行1rr.怨術"制

令加えたものを TotalF.'河川と定裳した統計学的解

析は生綜分析に1;1Kaplan-Mclcr法仏心事飲舟生

予後制定泊予の解衝に"C僚の比供1ハザードモデル

を周いた

s 結果

平均句集期間は3H:t18 '11河で，対象 273例中 Total

Evenl51例(21%). Hard F.vc川 21例(8%)iJ1狗f!，し

た内訳 11CDがl'例(5%).AMI'lir 7例(3%).

UAPが 11例(4%l. CIIFが(0例(4%). I.Rが 15例

(5%)であった 阜宥背J:ti'Total Event発生駒と非

信金併の2静で比較すると， F.vcnl舟生鮮のわf'IJIより

商齢で，制尿病，高血圧，心筋僻容の眠往の蜘~.'有f

"に高かった 忠たF.vcnl発生郡が安!fJB.'j，最大負荷

附の左"盛運動がよ 9低下していず』 同級に/Jl者背儀

会11ardEv制t発生"と非先生S障の 2騰で比被ずる

と，E、ICllt先生鮮の方がより術働で，心筋艇畿の既伎の

狐院が有窓に粛し安静略， ，最大負荷聞のtr.!電盟週動

がより低下していた.心事故婚生予測にお砂る D色iE

の科締役について検討すると.DSE陽性例は対象'"

例中<2.例(45%)に認めら n，うち"例に Totlll

E，叫が幽現し，由民の TotalEVCIlI陽性泊中和よ

33%であった また HardE、，enl1;1: 16例で。SEの

Hard Event脇佳遁".ヨ院は 13"であった 逆に DSE

の陰性海中車は TotalF.vcn¥で的弘 HardEv酬で

97%であて"と Kaplan-Meler法による生存分杭の結

"を陶 1に示すが， Totoal Evenlでは DSF.岡崎俊博の

予後は陰性併に比ぺて有怠に予後不良(p<Oω"で

あ勺た (OSE暢候併のむ事飯岡越緬1.t3年で66%険

性"では 90%1. lIard EverlはでbDSF.脇佳鮮の予後

ぽ陰怜併に比ぺて有意に予後不良(p<O仰slであっ

た(DSE楊怜野の心事敏闘遊離は."ドで制%，陰性併
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Total Events 

0<0皿、

M 

EH • poslllvo 
ロn司/JtI'Ift

言申=・ー目 血。，

， ，・ m 泊・， ~ω" 

months 

国 1F，vent-fr伺削川崎It~ry" 

3 (43%) 

Hard Events 

0<0曲§

『 可也

• poslllvfI 
ロF糟g.tlvo

0102030 伯胸旬刊

month8 

7何時}

口DSE陽性/領坂一 致

11 DSE陽 性/領域不ー致

• DSE隣性

8 (67%) 

AMI 
(N=7) 

LR 
(N=14) 

UAP 
(N-12) 

園 I""鎗寅径信賓と 『溜院判定，~隈樋包

では 98%，次にc"の比例ハザー ドモデル.周いて

心事政帰化予後思縫図子について検討したところ，年

俗，R!尿病安飾的の左草壁巡動拠調需の制度.DSE判

定(耐性)tJi Tot~1 Evenl1R!姐 の省IIIした予後腕定盛

子と'えら"た閑様に H.吋J::¥'eIllにお砂る予復帰

定関子について検討した kころ。心筋11:0の既往，

田区判定咽酎が HardEve川先生に』邸付る独立し

た予後鋭淀川予と考えら札た 緩徐に心事"背任病変

とD間判定との関連について検討.骨川』 心厳死、

心小企についてはその責任釧変の同泌が例閣であるた

め，ぞれら.除いた"撃を封敏とした 箇 Zにその結

燥を>，すが.自がDSE絹性で領域がー欲したもの，つ

gりDSE腸伎と判定した冠動脈傾嫌においてイペン

トが9益金した割合である.斜線がnSEは期性で餅械

が不ー放であったむの.つ虫り田ε陽性と判定した

..峨とは別の巡動厳にてイペンt1.11'警生した割合でh
る舗がDSE陰性であヲたに b凶bらず心事依が知

生した割合でM .川.11""では同友判定除後で心彩

敏が慌生した潮合が"%と他僻ょ"多<， AMI. 

UAP. l.Rの3静岡で各心市紋発生.での期間.比食

すると AMIDが他併に比ぺてその婚生までの期間が

有窓に良かった(AMI: 31:t15カ舟，UAP:17jヒ15カ



同.LR:11土11カ月}

! .，，， 
DSF.は心筋梗調節復"や非心臓鮒峨にS訓ずる火事術術

聞の心調停紘りスタ将舗に軒閉であり白'''.t t: CAD.¥I!. 

唱に"いてその後の心事飲縄"の予後鎗"にら有問で

ある ζ と ....'b1 fll í1fO:<れている.今 rm~~々の検討の結

集 平均~J 3 -4俸という長期に結いて "'S昌晴

CADI4¥者の予後指定に必いて有mな.. 迭であること

カ判明した しかし保生した心事飲健保鋼棄を前濯

し DSEU)~沼覇防保安E日銀峻別宵定と際尉に比絞した

結"では0$'判定は必ずしbその焚仔病変と一致し

て紛ら'r.nにAMlr撃ではー致した領命は鈎%未前

であった また AMIで隊胞の心市放と比ぺてその発

生までの期間む長しその予測は闘鱒であると息われ

た

8文献

1l Dlivila-Roman ¥'G、Vagg<;>憎 rAD. Sicaげ， CA 

et al: Dobutami憎 stress echoc:ardiograph~ 

predil;ts凶 rgical。叫comcin州側引18with a~ 

aortlc ancurysm and peripheml Vsscul9r di~ 

側抱 JAm Ccll C(lI"/fiQI 1993: 21: 951-963 

2) POldermans D. Aro陪健 M.Fioreui l'M. et al 

Jmprov付 call1iac由 kstrnli偽cationin m&jur 

£骨i voI.33 SUP凡 .2 (2{)旧1) 87 

叩 1"ω"町制白山aminc-otr.叩

柑醐帥醐吋Iography.J A"， ColIα .. 1/;0/ 
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3) Steir市暗唱 1m.Madmon 1.. Patel CP. et姐t

Loog-term prognustic slflnifiCDnce or 
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1997 : 29 側主9-973

.， s明。rR. 50man P. Khattar民S.et al : ProJll1O"電

tic value 1，11 dOOo.刷剛健総代溺 ochoca吋 ogra

phy In阿t蜘 "ω"'"噌。 ngdia.goo戚iccoro鴎 W

細民間暗raph~. A附 JOmJ，ωI 1997: 79 : 1610 

1614 

5) Potdem刷硲 O.日田ettiPM. B健 rsmaE. et al 

Lo>>g.'町m prognosはiCvalue ofωbotamine-

atrOp時""錫 ecllocardiograpby in 1731 

"山111'with kllOwn (If'初町四回1coronary 

artery disc川崎 A 創刊，1.信 nlerexperie創ω

Circ，.ltJtum 1999: 99 : 151-7“ 
G) WangιH. "理mgW].H凶 α二elal:Pr句0"，

til; vnlω01 dobutamiroe echc阻ardiographyin 

p.atie凶 saftcr Q-wavc ur 脚内 Q-wavescute 

tl¥yocllrdial infa問 E刷、 A刷/白rdiol1998: 
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ドプタミン負荷心筋 MRIによる

心筋 Viabilityの評価

本成宗僧 ・ 沖 中 腸 ・ 井 阪 直 樹・ 中 野 組・

I ，..と目的

虚l創性'"信感のき参断，的艇に"，沼動脈泡修巳よる

冠動脈扶曾腐の劃定のほかに。心筋 perfu凶，"，沼山

際，心筋v抽 bilityの評価が必嬰となる v1fiiviability 

については，今まで'"虫学紛査によ勺て行われること

が多〈。倍近では負関心£ヨー訟の街則性b根告され

てSている".M闘はその多様伝栂像挨により，む鱗国

形""位仇限使、心筋""凶m司，冠動係予備館"伝

ピ.非俊費約に調べること命Sで与る椴近では。 MRI

を附いた溺剤負荷によるv筋viabHityの繍燃も待わ

れるようになョて容た'1"今回我々は，心筋梗2隆起明

にお砂る心筋 viabilityの評価安低閥単ドプタミンn
荷 MRIにて行ヲた

s対・と"藩

対'"は。血行I・3鎗衝が仔われた Q放心節制直線'1例

{平均年..問。土6.9O;列性2氾例}で，徳副属部位lま前

盟盟中隔 H例，下監3侃彼自民 1例である M則被聞は

GE往震のSign血 CV!I1.5T~RJいた....方機"，

Fastεard echo←Irain法により TI強調画像にて 6ス

ライスの左盗短舶像t，左室長袖自民を織像した 倹重量

プロトコールは.心電聞と非観血"JI血豆モニタリング

下に負荷削，ドプタミン負荷5μg/kll/min，10 JJg! 

kg/mi~ の 3欄で局所盛巡働を観賞揮し，梗君臨.，犠にn

hずる.. 通勤改磐の有無.峻討した 負荷TI心筋シン

テグラムは会側に行われた.MRIt突進に』描いて，金例

にIn[ormedCOI齢'"が得られた

s 鎗副院
1 血行川健術"，経，.的冠動脈形成織i19例，沼動

三量 刑制 1l'in 
《字削醐肺即慣 2-l?心

保バイパス繍2例で，ドプタミン負荷M附"， 副作川

建自民 主ド勾 1，'主15.7カ月で行われた

2 ドプタミン負制的の山庄は鉱高則，収.，.，ともに

負荷荊と 5JJg/kg/min食狩時とに有繊径はなし 10

P紙同/・nin負被時との聞に有窓な上昇.認めた ま

た僻鮒""問機に負荷前と 10JJg!kg!mill負荷時と

の梢に省怠な上痴を認めた(131) 

3， j宅街中のむ症状硲動停を 2例に認めたのみでbっ

た 心電閃変化として".単発色b盆性捌外収縮を3
例，T波の除ヰ常化1例。Q渡のある説尋での 51よ

鼻 l 例でM ，検査援の継十?には犬舎な~・は生かった

~. 21例中 14例に Fプタミ y負荷による蝉..領域

の盟趨動改袴が認められた 内， ，例U負謝タリウム

心筋シンチグラムにて阿11Ia酬 derectを示してい

た

5. 21例中 6例伝ドプタミシ負筒(.0MRJ.5i行平均

'，5土1.8カ舟後!高速シネ MRI訟による自民運動静備

が行われた ドプタミン食椀時に僻鶏領域の墜遜動が

辺良普し.viabili仰を有すると考えられた 4例"，会例

慢性期に，安俗咽盟陸運動改善が見られた

s結筒

金例に"いて大き"合併症な〈ドプタミン負荷

MRIが施行で払評価に l分な画像が得られた本法

!t. .¥!l.者の条件にかかわらず，ほぽ起した条件で醐

偉そ縛ることができるため，教抱月後(1)[o[[ow up liF. 

例にも比叡検討が可艇である 今回の検討"，局所型

ヨ駆動の""，の定性的検討であり，心筋"祖bililyの詳銅

な評価には限界がある今後，Dela~ω"由ano:::emenc'l
や定盤的盛組動静価.組み合わせるよとにより。心筋

via凶ityの評価がよりl1'確に客製的に行われる可能

性がある
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ω鍍男性 的盛岡ド隔心筋~~にて PTCA施行後， '"月で..・，.判略で

"フた中関舗が ドプタミン"γにて壁遺動が改畠した 3ヵ月権の安飾

的シネ M闘 で"，中限/111fth)'pok川eIi~ I;~覧穆していた

S文献

II Kilohida H. K l刷m~ Y <:Ind H..，nm祖日

o..b凶祖miJl(>Slress echocardiograph}' for delCC 

t附nofむM 叫 mryartcry di提a~e and叫able

m，'館、吋l刷、1./pll H，仰げ J >9，げ 38:151-161 

2l本"'宗併，斎藤脅a，沖中務， ，，か b梢 Icard

民JH.>-(rl¥in放を閃いた心筋パ フ" ジ ョン

MRJによる虚血診断 の 有閑悦 /tllCirc J 

2000 : &t ($IIPI泊1): 394 

~) Shibala M 日akumaH， Jsaka N， Cl al : A鈴ω

mcnl ..，f cor叩伽岡山 wiほhfast cinc 

phasc c 抑1tras!n硝g胤凶作齢別組問泡 lmagmJl:

comJ)ari!¥On with mcasurcm旬、1by Oopplcr 
guidl.' W附 IMagll Rl!!.oll加明暗 i醐何)
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control 10 6months after PTCA 

End-diastole 

End-systole 

関~ F訓 Incd，..，ho_tTai..建によるドプタ ミン負荷 MRHv同billly往し〉

"鶴男性前盟中関心筋梗省にで<'TCA総行後 iカ"で'図書俸の霊
隊淘加は ドゾタミン'"γでも認められず 6抱月後にも拘挟帯4まな
かうたにもかかわらず鍵運動の股脅"認められ4活かった

間瑚 predictor of myocnrdial 印刷醐， ，間very

4) Sarnlstede 1]， Re同.scllG. Bccr M， ct al : DclOC 
tion of myocardial viability by low-dゆ"

dobutamine c他 MRim柑略 M申，R，四 M

b川昭'ing1999: 17 (10) : 1437-IH3 

5) Trent R]， Waiter GD， Hil1iH GS. et a] 

Dobllt伽nmemag創出".制nance1m白'"巴""

a伽 r問削i削減剛山醐。図 ω46
6) Kim RJ. WU E 民afaclA 凶訓。 ，，，ビ U~ of 

ContraRt-Enllanccd MDR剛 icRc棚‘制聡~ Imag 

"瑠 10[c開 (ifyReversible Myocardial Dysfunc 

山内 NEngljMeJ2以J():34J (2(1): 1445-1453 
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g9mTc-MIBIによる運動負荷時冠血流増加率と

冠動脈血流速波形との関連

窓動脈I'rlR COTO例""酬が・IgTllphyをmいた検討

務ド智文・ 野村口弘・ 宮鳥等・

犬木綿・ 伊虫駆迎・ 欄安裕子・・

像寸叶血管性侠心"は. 1犯"手白"~" らによ 9報告
され，微小血管にお"る内皮細胞陣能の隙沓が存在し

ているι報告されているり今岡技々"微小山管陸後

心佳品ζ"付る冠動脈刷流速波形釣と・畑Tc-MIBIによ

る溜動負荷時沼血疏榊加率"との関連について鼠動脈

MR cOTonary angIograpl1l'(MRじA'を伺いτ検討を

行った

s 対..および方途

遡動負制蹴臓において 1剛n以上の ST低下を認め

るにもかかわらず，冠動脈造能被翌年にて拘怠狭明.認

めない例(MVA:microv出量"包 rangina c1! : 15例)

および健棺例(Nl'，f.:10例}について検討した

鹿他白紙単型"ルゴメーターにて多険制組動負荷を

施行し 由Tc-MIBI負樹心筋シ"併を路行した 鰻

大沼動負荷時に 296MUqの-Tc-Mllll~I>>践し.

30分後に運動仇何時srEC1倣像を待った 雌像鈴

了後 3時間後に 740MBqの柵Tc-MJBIを『・1度静

注しその3D分後に安飾時SPEc.:T副織を録織した

定2量解析として...位役与"に対する心筋"宅取事の

変化.求めた す伝わち.心級制iより心尖自れまでの在

蛍組組断層像について cjrC¥lmferentialprofil~ 解析を

符い， polar map表示を行勺た 涜動負荷時の集械滑

加の術館として心筋自略取調時1周期(%¥If)!nke increa烏"
を算出した。得られた心筋縄問加術マップをむ~= 中

間邸および川U尖却の 3音質械に分剖しω さらにむ革偲と

中関穆告前盛，寸l隔，眠畦，下自慢に 4分銅し平陶鋭を

求めた

徳島大明広イ手偏.，内向

岡 敏射線"

凋 待係省根拠

作 m 酬 酬市制・r3-13-151 

名UI智英・商角彰良・ 斎雌蕊・

肘1U1雅史・・ 西谷弘・・ 中盤録"・

MRc.:Aはじ正社製 Sil{11<1lI ori~on (t .5 可ω，la) によ

り.にARDPC法はより冠動脈'"流遺波形を求めた。

すなわ色 紙動帰属鉱，，.から逮旋微を破認できる扇僚

をTOF(timeof目的"法で湖定し。その画像を用いて

沼鮎服組街認に直交する断閥会設定し，溜働僚の繍断

倫を得た 旋趨欄定は諸費乱恨の償断像の中心点に l

ピクセルの関心智i峨を設定し。袋置付属のプログラム

を附いて。 1心周期にお.，る冠動脈臥施越滋形を湖躍

した

s結集

1)"吋c-MJsI心筋sr配 Tでの検討

同 lに NBf.およびMVA貯の剛Tc-MIBJ心筋

SPEc.:Tより得られた心筋拠取明加事マップ.表示し

た%叫汎副keincrcasc 1.1，健常例で同%， microvaら

c(llar剛山積例で 42%であり.後有で金セグメント

で低値であった 器廃 1広N電車およびMVA併におり

る%up!ake inc陀箇泌を比絞した MVA併ではN"
に比鮫して全ゼグメントで.mまな低下公示した

2) MRCAでの倹"

凶2にN君事および M¥'A群での冠動脈 MRCAに

お砂る冠動靴血組連程度形の実例を示した 健常例では

桁高波述。》時仰は左手掛頭捕共に鉱様則にす岬し. 2 

時慢のパターン告示していた i¥licn.叩 場cular訓'"湘
例では，冠動脈血球組量生形は健常例と列なり.収縮捌

の血流の増加と鉱劃剛の曲l'抵の減少.秘めた

同 3 に N~浮および MVA怖にお"る冠動脈鉱後期

経高血淀適度(ADPV)ilよぴ冠動脈収縮期段肖血流

適度(ASPV)，鑑覇防"鉱褒銅/収納期般商剛被趨度の

比([)SVR)告示苦 闘鮮の ADI'VJ:Jよぴ ASPV隠と

もに禍窓援は認め々かったが DSVRは N静Kおい

て有窓に高値であった

3l由 I'c-MlBlむ筋侠問視変化事と DSVRとの捌関



" 心腿 VOI.33 SUPPL.2 (200]) 

憧常例 微小血管性狭心症倒

全体 58% 全体<2%

図， '"および MVACJに制する畑Te-MIIII心筋SI'Rσrより得られた
心鶴畑翼民増加率マップ

様， NIIおよび ~IVA勝巳おける%~ptak僅

Incr噂..の比般

I ~ IV A酔| N<下 p 

全体 4l.3土... 51.5土.. く0.05

む尖$ 43.5;2:4.2 58.6土'.2 <0.05 
中部側壁 45.H:3.S 62.A:t:6.3 く0.01
中部制限 H.2土H ~ . .土，.， 〈日."'

中部中隔 40. I主乱9 ij~. 5土u <0.05 
中部下型 39.5 :t:~咽 7 62.11士7.2 <0.01 
尊師開問 42.1士5.2 55.5士..， <0.05 
島邸前盟 3H.2土'.2 田 6土，.. <0.0，'; 
占車部中隔 42.3:t3.8 54.5上s.。 〈目白;

益部下型 ~1 .3 .1: 4 咽 2 "'.2土'.2 <0.01 

(~，ω 

関係

MVA齢の%叩takei ncrea~ と nSVR の問には

有意なiE納測が認められた (r=O.61，pぐ0.05)

s 考祭

拠型的な狭む鮒を有する忠告の，.、30%は冠動脈

泡影上'iE'i:t所毘を呈し，それらの 白書献には紺動負荷に

より ST変化が認められる "槌rr.C~nnon らは，ジ

ピリグ毛 ルの=運動脈内役与によョて，窓血流は'111.
するにもかかわらず心筋噂血を到 じる傷口Yとして.前

倒動脈の典翁<提唱し!微小血管性を誕生依の似念を縦

告した旬 この微小館環。〉調節"常の概F撃に関しては

不明な点が多いが，微4血管の機質的および磁能郊'"

術が彼費認されている 微'J血'A'性狭心必では個々 の負

荷による冠予備艇が低ドずることが柑倫されている

印刷年Opllerkらは 5，叫rQmcXの血者においてぺ

ーシング負筒による代謝性巡血流増加まコントロール

と登がなかったが，ジピリグモ ルによる送予備h告は
有惣に低下している ζ と合報告しヘまた ι:hahanら

も 1!l9~ 年ドプヲ日カサーデル合川いてパパペリンに

tる恕予備艇がSyndromeXで悦下していることを

彬倍した" さらにt 冠動脈ドプラアローの検討では。

侠心院にMいて活動脈徐柳加のIlWibf，ι筋肉血管鈍筑

の低い舷自民捌に膨鴨するため，鉱根間前1減速が低下し

以5VRが低下するとも線告されている

以上のように。詔."様微小筒.. 明奮の彦会附に...従

来より観血的信ドプヲヵテーデ ルによる冠動，"血涜評

価が必要であヲた しかし，本研究に結いては..神
山管性決心催において.MRιA~mいた冠動脈血流巡

波形の DSVRq)低下"よぴ・'''Tc-MllIIJ，皆同いた運

動仇何時む筋鋭取."則事の減少がみられ.MnCAl:心

筋シンずグラソ4の両'f.散の併聞による徴'J血旬開省

の非役事業問診断の可能性が赤句便された

S館館

微小血管後心症にお砂る冠動脈邸詑予備能の低下

は.%削akeinc明~"低下および沼動脈血斑迎波
形の異常として検出された "nTc-MIRIをmいた速

働伐術的窓血旋附創l市と沼動脈1¥.'IRCAは，非俄終的

伝遜動脈血流署勤勉の犯"に有用と考えられた
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flow alld伽w rcscrve with brealh-hold cine 
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慢性心不全例にお貯る迎動時 metaboreflexと

末梢交感神経活動の検討

味村純・湯浅文雌・彦板誠・ 泌山令制'

河村亮m'祖前田信一・ 杉浦歯綴・・ 岩坂碍ニ・

週動"の変繍補経前闘の充過に代鮒焚草寺体反射

(mel・borcncx)IJ:.!O; I要伝役鯛を但ヲている この

mcta以四日ωu慢性U不全例<CHI")で低下している

と報告"さ札ている.しかし。 mclabordlexと交感神

経活蝦の".閣は明らかではない

本'"担11.""一l¥UBG全身シンチを用いて， CIIF例
に.t;Itる開価加時四..，米納女繍怖鑑訴働の関係に

ついて検討した

g対象および方櫨

対象隠重篤な合併寵を有さない CHFI~ 例{平幼年

働側企9縦 m性"例隙間性心筋願書範u例。舷張

型心筋催2伊払大動脈1r悶銅不全復 1例，平陶配皇居M
尚司，..企17%)である.対象企例に虚位エルゴメ タ

ーを周いた KAMP負荷による傍観限界怜の心肺週動

負制鉱践を緒行し鍛大a院議消習を'"拘旬kVO.)を測定

した翌日以降に，前腕に Plcthys官ographyを鱒脅

し収縮朋Jtna::以ょの庄で阻胤したも惣で" 5分間の"

%， 75'‘Pcak VO.定縫負刊を虚位エルゴメータ-.

周い緒行し，終了直後の".. 反応充血(収1IAF)と崎1¥1
コングクタ y ス(FVC)告求めた次に， 30分安"の彼

に，同俸の定量負荷を再度組Jiし，負荷終了町役に両

側大島を収縮期以上の血圧で限血した なお，金経過

を通じ l分毎に心約散と体血圧を測定したI

測定項目として，ミナト紙製 AE280を用いた呼気

ガス分析により PcakVO， J，皆欄定し， Xフィンゴマノ

メーターによる体副ぽ測定にて，組定の式より平均体

血庇(品目的安銅山した Slra山gaugcplethy則‘旬開

醐川副内側

伸一守口 支剛1附'"
高知銀側大才幽tM査官盛司~jftt

間 3欄間岨刷雄】

phy(Mooaωnks SPG 16) t-111ぃτ前腕血管におけ

る。最大血管鉱緩能(RHl!刊を測定し。さ合に。前腕

血管コ y グタグンメ<FVC=RHBF/MBP)を求めた

M巴"以Jreflexの指傑として..，大健闘血をしない時に

対する大腿肌胤"の RHBF，FVCの減少事として%

RHBF. % FVCを*めた

来約の"婿神経稲働IJ:'''I-MIBG全aシンデ後期

像<，.いて.~S怜'D終末が少ないと考えられる願締
を極観とし。頭部と前院にそれぞれ関心領域R印を

設定し， 1ピクセル当たりのカウシト数の比率にて別

院/頭偲比として算出した

5結果

前随11願$1MJRG比は，本絹訟に幻いて。健常人ぞ

松平崎1.'企0.'心不全例では平均1.2主0.1と健常

人に比し有窓な低値を認めた

l 濁動時に.ゆる RHRF.FVCの般討〈図1)

運動時の鮒腕 RHBFは，安飾的に比べ 25%Peak 

vo.強度で..減少<認めないものの，75%1'，創kVO， 

強度において有""減少を認めた(p<O.OS)，:;tた，

前嶋 FVCは安静時に比ぺ.25%，7S%P，伺kVO.~貧

"の趨働時タ舎に有愈な減少を認めた(p<O.Ol)

崎駒 MIsU比と安飾的.述調め岬に.ける RHBF.

FVCは有志な関係を認め信かった

2 巡動終了直後，大腿阻血附に'"タる RHBF.FVC

の般討{図"

MsPI左大腿限血によ 1).25 %. 15 % )'eil駄vo.で

は有窓な変化壱緩めなかった 剛山['， I'VCはとら

に25%Peak VO，で肱有窓な変化.裂のぞ旨いらのの。

大腿限血により 75% pcak Vo，ではそれぞれ有窓な

減少(p<O.Ol)会砲aわた

3 大関臥血による RHBF.I'VCの変化調僚と前腕

MIBGの関嶋{図3)
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国 2 大属医血"にお』ずる ~1 1l1'， 'UJIIF， FVCO)傾倒

大鶴A!'砲により 自制.bo時保..作動さぜたcoの

25 %. i5 % Pe~k VQ，強慣におりる IHIIJF，FVCの

減少皐{覧》と前腕 MI8Cとの関係は 25%強度では

有窓信関係.認めないものの.75%強度において，前

腕 MIBG比は I(IJJ.¥I減少車.FVC減少事とそ仇ぞ

れ有怠なれの聞係を認めた (p<O.OI).

(RHIWlI酬剛

I leg arrest (.・) I ItgarTtSI(+) 

S 考鎗

蓮働萄8置に伴う反射性調鯖位以働....受理写体反射"

と11I/.'Iaboreflex "tfl動員されている 粗削初期には鋤

脈問医受格体反射の陀5Cuing"削により排週動筋の血管

暇繍が惣じ運動筋血擁がJl持されている しかし 中

等，.以上の潤動では動燃圧反射を介切る安婦仲併の"

過だげでは，運鋤筋の膚秘圧が纏"で8ず題働川院にa
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図 s 世姐園曲による Ium~'. 1'¥'C (J)量化阜と前同 MII協の閉館

"物慣が省側し鮒める("削aboliccr附"ζの結拠。

運動筋の n槍taborcAc~ を介切る実感神級緊裂が動員

される 51crmψら陪 CHF例で11meta凶rellc~ が低

下していると報告している 本研究は健常例について

の倹討はしていないが."犯，，""陀"，，，の低下してい

るCIIF例においても中節目置以上の運動では s剛 a回一

rcflCl<が動員されていると考えられた

本研究において.CIW例でF本来紛交勉紳餓活動の)"L

進を認め，この末栴交感神経領動の網加している例ほ

ど選動防 metabores慌の凡通が示唆された.遜勤時

に溜動泊度が精し.週動紛の著しい血管a庫銀に対して

~<白血Z止の幡加が追いつかず.非巡動筋の..智収縮で

ほ2安定度を縁側でき伝い場合は，選.ftJl!i血管の収鮪が

曲Alttf，?に動員されるようになる よ 3て本研究の

給処...週動meta初旬"は宋楠ラゼ繕紳絡活動と関

速することによって。"動筋への血疏配分を調節する

のに寄与していると場えられた

5鎗2・
慢性心不全例における巡動開の mt:l.abor~Hcx に宋

備交感神経根絶の関与が示唆された

s 文猷

1) llavid AS， Steven ME， Lawrencc 15. CI al 

Skeletal muscle mdaborcccplor 似 erci時

re~lXl~総当 a陀 attcnuaωd in henrt failu陀 Circlt

/ulion 1991: IW: 2閃14 -203~

2) Mekher A and Donald D : M刷、In;oe<!IIbilit}. 

。rcarotid oororeflcx 1。噌ulateIIrter;al間

組 問duringCl<crc皿 AmJ Pllysiol印刷出

H鉛8-H8 ~9 

3) tllW陪 nceS and Ste¥'en 1': 5kclcI川 mUf，Cle

metaborecevtor SI川 lal;onOP問問kmeta 
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66: 1576-1584 
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慢性心不全思者の運動l時換気応答に対する

中枢性交感神経遮断の影響

s 目的

商川順也・ 在御手s紀子・

"山智樹・ 平弁'"和・

防胞像気 方 制式 ¥'F./VOO，"'8閃 I{J'ポ;O，X(1-

VD/VTJ Iによれば，機気肢は死般協t:'1'枢にW1る

民ftI:JI;ス錨受性によヲて拠忘される 従来より 橋性

ιイ二金では死般車のJt{IWにより運動時の港換気が杷?入

するとされてきた 錨近，慢性心不全の代償特冶換気

の原因として中枢での炭殴ガス傍受性の苅L過について

も注闘されている しかし慢性心不全の術館広強要な

役割を持つ交錯例喝育活動の3じ進が週動μ噌の代慣性過検

気とどのように関連するかは不明である。そこで慢性

心有金息請において '1'枢レベルでの交感神経訴動を

速断ずることにより。遜動憾の過鍋気が是正されるか

.倹討した

8 方途

平均年齢日成の依状の必定し化心樋飽岬腎邸宥23

例(NYHAI : 13例.NYHAII&出 "例).対象と

した滋礎む依息"鉱夜型む筋位 )1例隊l自性む鏑使

*10例，大動脈弁附飢不全症2例であった対象0.i/雪

に対して安飾臥伎でのむ相~. 山æ. JhLM:ノルエピ才

アリン演慣の刻定とむ郎運動負荷試隙をI1-J1~1盆 中

枢併の .2受容体01.敏擦であるグアンファシ:--0_125

"'''の役与を開始した 副作用や低血lJ'などのF砲が

伝υ""グアンアァシンを 0.25m曜、峨盤し.闘織

に安静臥位でのン柄数似匹。血祭ノルエビネフリン

蜘症の泊目区と心紡迎動負荷試駿を行った 心飾巡動負

荷訟畿に"'，る当院の VE-YOO，Xロープの正常土加

がおで;{..)たことから，対象を VE-VCO.スロープ

3J以上の過後気昨00例).33未満の正常換気僻0'

例}に分割した

院岬陥U:I.:?:Jf.2州
t平曲。山首範岬制醐

麻野井英次・ 右漸久也・

能 滞 ' "・ 弊上博・

s繍泉

両官軍吻臨床背母(年側.性別。体lI!.左京駆出分画}

に愛は認められなかった 念例においてグアンアアシ

ンによるE副作用は認めりれなかった 岡野にMいてグ

アyツyシy般与前の安静時および巡動終了時の心的

数と劇lJ'に有恵位差を認め~か勺たが{園<J.血機ノ

ルエピ必 7リ〉機!tl;ll正常換気脈と比較して過換気"

で有麗に商い艇を示した(図 2) グア y ファシンの役

与により'~i'ltH，lの心紋数と平陶山I.JiVよぴ血~ノルエ
ピネフリ〉組度は削併においてともに低下し...に"

策ノルエピ;t."l') yift般の低下度IJ.i画像気降で僻鴇で

あヲた 週動終了時の心舶数と平地自iどは役与前後で

引窓役変化は留められなかった。 VIi-Vco.スロープ

はグアンファシン役与守道機気"において有意な低下

を認めたが.IE~智占拠気鮮では度化を認め伝かフた(聞

2) 

5 考察

慢性心ィ、金息荷はしばしば労作時の呼吸闘鰻感によ

りB倫折酬貨を制限されるが.この自覚信状のー闘と

してZ出動時の代f貫性過換気が償げbれる この過，.気

の附闘として低乙州111も舗により生球学的死臓の'"加

が重盟とされている最近，CootsらU巾艇の炭俊ガス

信事受俊克趨と溜勤時の倹気応答克渇(¥lI¥-¥'Co:'ス U
ープ〉の聞には良好な符l闘が認められ.'1'献の炭機ガλ

煽受性為灘の""慰伎を例闘した"また，段目院がス感受

色合ジヒドロコヂインKより何?制すると，運動時の渇

換気も改修した制しかし，心不全にお砂る政機ガメ感

受恨の凡過が何色ニ起因するかについてはまだよ〈わか

3てい信い今回，戎々が中枢位交感仲:ft..ll断作!)Ui' 
引ヲるグアンプアシンを険与したところ 実感神縦揺

到の抑制が大容か勺た過険気"でのみ麹動榊型車気応答

の改替が認められた したが勺て運動符倹気h与袴"充
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